生成期のバイエルン農民同盟とカトリック農村社会 by 三宅,立
明治大学人文科学研究所紀要　第61冊　（2007年3月31日）195－236
生成期のバイエルン農民同盟とカトリック農村社会
三　宅 よ一）LL
196
、4bstract
Die　Entstehung　des　Bayerischen　Bauernbundes　und
die　katholisch－landliche　Gesellschaft
MIYAKE　Tatsuru
　　　Der　Bayerische　Bauernbund　entfaltete　sich　Mitte　der　1890er　Jahre　inmitten　der　katholisch－
landlichen　Gesellschaft　in　Bayern，　vor－allem　in　Ober－und　Niederbayern，　als　Protestbewegung
gegen　die　auf　dem　Lande　vorherrschende　bayerisch－katholische　Partei，　das　Bayerische　Zentrum
In　diesem　Aufsatz　wird　versucht，　die　Entstehungsphase　des　Bayerischen　Bauernbundes　vor
dem　Hintergrund　der　sozialen　und　wirtschafUichen　Verhaltnisse，　vor　allem　mit　RUcksicht　auf
seine　FUhrerpers6nlichkeit6n　und　deren　Wirkungsgebiete，　zu　erfassen，　und　zwar　anhand　der
Archivbestande　des　Bayerischen　Hauptstaatsarchivs，　Abtlg。　I　und　Staatsarchivs　MUnchen
sowie　der　damaligen　und　rleueren　Forschungen　Uber　die　bayerische　Landwirtschaft　und　den
Bayerischen　Bauernbund．　Dabei　wird，　als　dem　sozialen　und　wirtschaftlichen　Hintergrund　der
Bauernbundbewegung，　den　landwirtschaftlichen　Verhaltnissen　im　getreideproduzierenden
Straubinger　Gauboden，　dem　durch　das　Gleichgewicht　zwischen　Acker　und　GrUnland
gekennzeichneten　Isar－lnn－HUgelland　sowie　dem　oberbayerischen　Alpenland，　das　von
Gebirgsbauefn　bewohnt　wurde，　die　mit　Forstrechten　wie　Waldweiderecht　im　Staatswald
ausgestattet　waren，　besondere　Auf丘しerksamkeit　geschenkし
　　　　Auf　der　GrOndungsversammlung　des　Oberbayerischen　Bauernbundes　am　26．12．1893，　a㎡
der　die　FUhrer　des　zuvor　gegrUndeten　Niederbayerischen　Bauernbundes　hervortraten，　wurde
die　Notlage　der　Bauern　vielseitig　er6rtert，　das　Verdienst　des　Bauernbundes　fUr　das　Wohl　des
Bauernstandes，　vor　allem　durch　den　Ein且uB　auf　die　Haltung　des　Zentrums，　hervorgehoben，　und
gegell　den　von　dessen　Seite　gemachten　Vorwurf，　daB　der　Bauernbund　gegen　die　Religion　sei，
wiederholt　Widerspruch　erhoben．
　　　　Die　fUhrenden　Ma皿er　der　Bauernbundbewegung　setzten　sich　sowohl　aus　GroBbauern　wie
Franz　Wieland　und　Franz　EBhnger　in　Niederbayern　und　mittelbauerlichen　Gebirgsbauern　wle
Georg　Eisenberger　in　Oberbayern，　als　auch　aus　den　meistens　aus　dem（klein－）bauerlichen　Milieu
stammenden　Schriftstellern　bzw．　Politikern　wie　Dr．　Johann　Baptist　Sigl，　Dr．　Georg　Ratzinger
und　Dr．　Leonhard　Kleitner　zusammen．　Der　praktische　Landarzt　und　Besitzer　eines
m’奄狽狽?撃b≠浮?窒撃奄モ??氏@Betriebes　Dr．　Albert　Gach　war　ebenfalls　an　der　niederbayerischen
Bauernbundbewegung　fUhrend　beteiligt　Manner　aus　dem　kleinstadtischen　Mittelstand　auf　dem
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Lande　wie　der　Mehlhandler　August　Jehl　in　Traunstein／Oberbayern　waren　auch　dabei．　Der
Rornan　Andreas　VOst　von　Ludwig　Thoma（dessen　Welt　von　Bauern　und　Bauerinenn　sowie
Dienstboten　ich　einmal　analysiert　habe），in　dem　nicht　nur　Bauern　wie　der　GroBbauer　Andreas
V6st　u．a．，　sondern　auch　Mehlhandler，　Schuhmacher　und　Verleger　in　Erlbach（Dachau／
Oberbayern）als　BefUrworter　der　entstehenden　Bauernbundbewegung　erscheinen，　stellt　auch　in
diesem　Sinne　einen。Roman　des　Bauernbundes“（Heinz　Haushofer）dar．
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《個人研究第1種》
生成期のバイエルン農民同盟とカトリック農村社会
三　宅 よ⊥
は　じ　め　に
　ドイッは，1890年代初頭，大衆社会状況の開幕を迎えたといわれる。社会主義者鎮圧法などを駆
使して大衆運動を抑え込んできた帝国宰相ビスマルクの失脚以降　ドイツ各地で，社会民主主義や労
働組合，農本主義ナショナリズム，反ユダヤ主義など，大衆的，ないし大衆をまき込んだ，さまざ
まな運動がくりひろげられ，社会と政治に大きなインパクトを与えることとなった。1893年におけ
るバイエルン農民同盟運動の生成も，まさにこの「大衆の政治化」「政治の大衆化」の一環をなすも
のであった。
　バイエルン農民同盟運動の歴史は，成立の当初から地域間・指導者間の抗争・離合集散に満ちてい
る。そしてその勢力は，とりわけ，カトリック教会と結ぶバイエルン屈指の有力政党，中央党と連携
するキリスト教農民協会との競合・対抗のもとで，バイエルン農村で支配的地位を占めるには至らな
かった。しかし，その歴史は，近年，「バイエルンの農村における政治的急進化の心臓部に位置」す
る「農民的ポピュリズム」として（1・ファー），また，農民の「抗議」を体現してバイエルンの旧
来の名望家的秩序・既成政党に対応を迫り，カトリック農民運動の発展を促したものとして（金子邦
子，竹中亨），注目されてきている。とりわけ，アントーン・ホーホベルガーの近著『バイエルン農
民同盟　1893－1914年』は，文書館史料やバイエルン邦議会議事録バイエルン農民同盟系を初め
とする諸新聞など，基本的な史料・文献の渉猟に基づく本格的なバイエルン農民同盟研究であり，バ
イエルン農民同盟形成の経済的・政治的背景，同盟の指導者たち，目標組織構造，選挙活動議会
活動等々，その諸側面が明らかにされたといえよう1。
　私はかつて，19世紀から20世紀への世紀転換期における「ビューロー＝カウッキー的情況」成立
の歴史的諸前提の一つとして，1890年代における「大衆および大衆運動」に注目し，バイエルン農
民同盟にも若干の論及を行ったが，直接史料を踏まえたものではなかった。その後，第一次世界大戦
前から大戦期にかけてバイエルン農民同盟急進派として台頭したカール・ガンドルファーとその弟，
ドイツ社会民主党の活動家ルートヴィヒ・ガンドルファーの政治舞台への登場を，出身地域の社会的
状況の中で，文書館史料や当時の新聞・ビラなどにもとついて具体的に考察した。次いで，バイエル
ン農民同盟の生成期に立ち返り，当時の農民の世界を，「農民同盟小説」とも呼ばれた，ルートヴィ
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ヒ・トーマ（Ludwig　Thoma　1867－1921）の『アンドレーアス・フェスト（Andreas　VOst）』（1905
年刊）を初めとする諸作品を手がかりに素描した2。本稿では，そのいわば続篇として，バイエルン
農民同盟の形成とその社会的・経済的基盤を，上記諸研究を踏まえ，文書館史料や関連諸文献を用い
て，できる限り具体的に明らかにしたいと思う。その際考察の焦点は，生成期の農民同盟運動の中
心的な場となったバイエルンのカトリック農村地帯，ニーダー（下）バイエルン・オーバー（上）バイエ
ルン両県におかれる。
1　オーバーバイエルン農民同盟の結成大会
　1893年もおしつまった12月26日，バイエルン王国の東南部，オーバーバイエルン県のトラウンシュ
タインで，オーバーバイエルン農民同盟の結成に向けて公開集会が開かれた。この集会については，
臨席した警官のトラウンシュタイン市参事会宛て報告書の同参事会による手書きの写しが，オーバー
バイエルン県関係文書を収めたミュンヘン州立文書館に残されている3。
　集会を招集したのは，当地の粉商人イェール（August　Jehl　1860－’）eeま没年未詳，以下同じ）で
あった。午後2時過ぎに始まった集会では，初めにトラウンシュタイン郡ルーポルディング村フッ
ツェナウの農民アイゼンベルガー（Georg　Eisenberger　1863－1945）が，農業の窮状について語り，
農民がぼろしかまとっていないガリツィアのような状況に至らせてはならないと訴えた。ここで，警
官，すなわち，この報告書の執筆者の注意を受けて，司会等の選出が行われ，司会にイェール，書記
にアイゼンベルガーが選出された。
　続いて，ニーダーバイエルン県からニーダーバイエルン農民同盟の設立者として応援にかけつけた
農業者ヴィーラント（Franz　Wieland　1850－1901）が立ち，まず，自分がニーダーバイエルンではし
ばしば聖職者，そして宗教の敵とされるが，それは誤りである旨を指摘した。そして農業の窮状に
触れて，廃疾・老齢保険法通商条約の締結，肥育牛の自由輸入，距離による逓減〔等級別〕運賃率
について苦情を述べ，これらがニーダーバイエルンの農民の眼を開かせた立法上の諸点であるとし
て，他の地でも同盟に結集するよう求めた。彼によればウルトラモンターネ〔中央党〕のみならず，
自由派も農民の敵であり，中央党は，民衆の利益ではなく，お偉方の利益に心を配り，また，農民同
盟員が「異教徒」ではないにもかかわらず，いわゆる「カトリック」農民協会を結成しようとくわだ
てている。そして，農民と同じくこれまで抑圧されてきた教員層についても，カトリック教員協会の
結成を妥当と考えているが，それには約2000名もの聖職者に対して教員は175名しかいず，教員協会
と呼ぶことはできない。農業者同盟は，大土地所有者のためにつくられたのではなく，全農民のため
につくられたが，営業者のためにもつくられた。というのは，農業と営業とは，ともに手を携えてい
かなければならないからである。したがって，農民同盟が強力な党へと発展するよう，すべての人が
参加してほしい。
　ここで，「農業者同盟」とあるのは，規約上の名称で，正式には「ニーダーバイエルン農業者・営
業者同盟」であり，次に出てくる「農民同盟」と同一である。「立法上の諸点」についていえば，創
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立後間もないニーダーバイエルン農民同盟がシュトラウビングで開いた同93年4月24日の集会に向
けた呼びかけでは，以下の諸要求が掲げられていた。「（1濃産物とその副業の生産物への十分な関税
保護，（2）したがって，ドイツ農業に損害を与える通商条約を結ばないこと，同様に企図されているロ
シアとの通商条約も不可，（3）とくに小規模の農業的副業経営を税制面で保護すること，（4伝染病発生
の疑いのある地域からの家畜輸入の禁止，（5）通貨問題の分野でいかなる措置が農業のためにとられな
ければならないかについて真剣で立ち入った検討を行うこと，（6）老齢・廃疾保険法の廃止ないし縮
小，（7聡じて農業利益をこれまで以上に擁護すること。」4なお，距離による逓減運賃率に対しては，
ドイツ西南部・南部の農民の問で，彼らを東エルベの大農業の競争にさらすものとして不満がもたれ
ていた5。
　さて，トラウンシュタインでの集会にもどると，ヴィーラントが活発な拍手を受けたあと，同じく
ニーダーバイエルン農民同盟のゲッヒ医学博士（Albert　Gach　1852－’）が登壇し，ニーダーバイエル
ンがよき模範をもって先行したが，これにオーバーバイエルン，そして他の諸県が続くことへの期待
を表明した。そして，今や農民の堪忍袋の緒も切れた，農民もそれほど馬鹿ではないと述べたのち，
ニーダーバイエルン農民同盟の綱領を逐条的に説明した。この綱領は，同年6月のバイエルン邦議会
選挙に向けて出されたものであり，ゴシック部分は綱領からとられている。以下の諸項目の数字は綱
領に従って付した6。
　（1）土地税・営業税・家屋税の廃止と累進所得税の導入。現在の税制は，農業者と営業者にはきわ
　　めて不利なものである。
　（2）農林土地所有と動産との平等な扱いのもとでの手数料制度の改正。抵当言錠料金の軽減。
　（3）抵当制度の国家化〔国営化〕。抵当信用の改善。資本主義の力は打破されねばならない。ユダ
　　ヤ人によって一方的に押し付けられている利子率は高すぎる。1848年にボーデンツィンス
　　（Bodenzins）（後述）が償却されたが，当時は100kgの穀物を12ペニヒで償却できたのに，今日
　　では16マルクかかる。国家は土地をもとに抵当証券を発行すべきである。他の証券では多かれ
　　少なかれ投機に資することになるから。抵当銀行の国家化は正義の求めるところである。農村の
　　土地所有の負債は，およそ15億マルクと評価されている。利子率の引き下げによって農村住民
　　は，現在資本家の懐に入っている約2200万マルクを節約することになる。
　（4）〔郷里に関する法律7の改正〕（ただし，この項目は，この集会報告には出てこない。番号の後
　　の〔〕内は以下同じ。）
　（5）さらに動産・家畜保険の国家化に，ついに踏み出すべきである。それは不可能というが，それ
　　は配当金を手に入れられなくなる，ある種のお偉方たちを慮ってのことである。
　（6）1852年3月28日の森林法の改正にも努めなければならない。まさにこの項目は，〔高地森林農
　　民同盟（後述）の〕クライトナー博士（Leonhard　Kleitner　1851－1915）が全精力を挙げて主張
　　することとなろう。
　（7）ディストリクト道路の国家による引き受け〔ディストリクトは，区裁判所（Amtsgericht）に
　　対応する，県とゲマインデ（市町村）との間の自治体で，原則的には郡と合致するが，郡内に2
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　　～3ある場合も多かった8〕。
　（8）〔ゲマインデの救貧負担の上級団体による引き受け〕
　　　〔ゲマインデに関する〕さまざまな政党の提案の中で，社会民主党の提案が農民同盟の提案に
　　もっとも近い。ちなみに，同党はそれほど危険ではない。
　　　巨額の税金を負担しなければならないいくつかのゲマインデがある。フランスでは，ゲマイン
　　デが〔国税の〕50％以上は負担を負わなくてよいという法律が成立した。たしかにわが国でも
　　郡ないし邦国から補助金が出るが，きわめて少額でいかんともなしがたい。この点で多くの責任
　　は郡長にある。というのは，彼らは県庁に，ゲマインデやディストリクトの状態をいつも良好と
　　のみ報告しているからである。所得税からディストリクト税を払わなくてよいというのは奇妙な
　　ことである。聖職者や官吏の方が牛の連畜をもつ農民よりディストリクト道路を多く使うのに，
　　彼らはディストリクト税を払う必要がない。一方で農村住民にディストリクト税を課しながら，
　　他方では彼らにディストリクト道路の維持を強いている。ゲマインデは，ディストリクト道路の
　　雪かきを自己の負担で行う義務を課せられている。しかし，行政裁判所の判決で，〔オーバープ
　　ファルツ県の〕シェーンゼー村の場合，雪かきの費用はディストリクトが負担すべきものとされ
　　た。〔この雪かきについての発言は，3時半の休憩時に聴衆から求められてなされたもの〕。
　（9）〔民衆学校（小学校）および全中等学校の国家化とそれによるゲマインデと郡の負担の軽減〕
　　教員は，聖職者の視察官によってまさに悩まされている。聖職者の考えに完全に合致しえない
　　旨を表明する教員は，厳しい戦いに耐えなければならない。われらが教員たちは，毎週政府当
　　局に苦情を申し立てられ，そして周知のように上司は部下をちくちく刺すものである。郡長と
　　司祭が学校の検査を行うというのは，自分には奇妙のことのように思われる。法学や神学を修
　　めた者には何でも分かるという考えで事を行うというのは，悲しむべきことである。
　（10）〔国家財政の最大限の節約と農業および営業の可能な限りの負担軽減。そのかわりに流動資本
　　および株式市場へのより大きな課税と国家収入源のゲマインデへの配分〕
　（11）〔農業会議所の設置〕
　働　〔バイエルンの全軍馬をバイエルンの農業者および馬飼育者自体から購入すること。さらに，
　　王国政府の軍行政部および国庫による穀物・糧秣・野菜その他の食料品購入の際，卸売業を排
　　除すること〕
　個　〔実際的な基盤を踏まえて入札制度を規制すること。刑務所労働の地元の営業者との競争の排
　　除。行商・移動倉庫・分割払い販売に関する規定の強化。日曜労働・いわゆるラベル法
　　（Wapperlgesetz）9・災害保険の規定改正の提起〕
　側　〔バイエルン軍法会議裁判の公開性とロ頭弁論の維持〕
　㈲　〔何百万マルクもの余剰を農業と小営業の負担軽減に当てること〕
　農民は収穫後何よりもまず，取り入れた穀物をすぐさま脱穀し販売しなければならない。そし
て，はらんだ牝牛が厩舎にいれば，将来の子牛からの収入は，すでにとうに支払期限が来ている利子
に予定されている。したがってまだ生まれていない子牛すら農民のものではないのだ。農民はもっと
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倹約しなければならないとあまりにしばしば聞かされるが，どこに節約すべきものがあるというの
か。農民は，日曜日もビール2，3杯飲んではいけないのか。一週間中ジャガイモー家畜の餌一
を常食としている農民が。
　農業の窮状について，中央党の議員先生たちは気にかけてくれない。しかし資本とか官吏の給料引
き上げ10のことなら，彼らはいつでも賛成する。それで，ジーグル博士（Johann　Baptist　Sigl
1839－1902）〔同年6月の帝国議会選挙でニーダーバイエルン農民同盟に推されて当選〕は〔彼らに
ついて〕給料引き上げ機械と言うわけなのである。学校の用務員が肺結核になったら給料を引き上げ
るというのはよい。しかし，給料の引き上げとなると，いつも下からではなく上から始めるのだ。最
近，ライフアイゼン信用組合（Raiffeisenverein）が設立されている。しかし，そのトップにあって
際立っているのは，農業者の信頼を失った，かのフォン・ゾーデン男爵（Maximilian　Maria
Freiherr　von　Soden－Fraunhofen　1844－1922）〔ニーダーバイエルン県の世襲財産農場所有者，
1893－1918年バイエルン農業協会会長，1874－84年帝国議会議員，1875－93年バイエルン邦議会議員，
中央党所属〕である。彼は，大臣諸氏の給料引き上げにはいつも喜んで協力している。聖職者の給料
引き上げ問題については，助任司祭や給費生を除けば〔今の給料で〕満足できるはず。申告は何ら信
用できない。ニーダーバイエルンでは，司祭はすばらしい農地をもっており，同地では，「司祭はそ
の司牧を小作に出し，農業経営を営んでいる」といわれている。区裁判所判事ゼルドナー氏（Max
S61dner　1858－’）〔1893年の邦議会選挙でニーダーバイエルン県ランダウ選挙区から選出された中央
党議員〕は，農民同盟はいったい何を達成したかと問うたが，自分は，中央党はいったい何を達成し
たかと問いたい。同党は，大臣の給料を引き上げ，通商条約に賛成した。
　今重要なのは，さらに精力的に活動することである。各ゲマインデに，我々の利益を代表する一人
の男が存在すること。そうすれば，6年間で我々は自身の諸提案を貫徹しうる勢力になるであろう。
　演説を終えたゲッヒが長く続く拍手を得た後　ミュンヘンのジーグル博士が発言を求め，大きな拍
手で迎えられた。
　すばらしい中央党があるのに，なぜ農民同盟を結成するにいたったのか。民衆の党（Volkspartei）
である中央党，玉座と祭壇の支柱があるというのに。こう問うたジーグルは，こう続ける。それは同
党がその義務を果たしていないからである。農民同盟が結成されたのは，同党をこの世から消え失せ
させるためではなく，それがじっさいに民衆の党であるように強いるためである。我々は名誉欲にか
られていると非難されるが，ヴィーラントもゲッヒも決してそうではない。さらに，農民同盟は宗教
的政党ではない，同盟員は何ら信仰をもっていないと非難される。最も非キリスト教的なジーグル博
士は宗教をもたず，神学博士のラツィンガー（Georg　Ratzinger　1844－99）〔同年7月の邦議会選挙
で農民同盟から立候補し当選〕も，宗教をもたず，さらにはルター派になったとすらいわれる。また，
農民同盟員は君主主義ではないという。農民が君主主義でないというなら，だれがそうだというの
か。都市の威張り屋ユダヤ人，自由派がそうだとでも。農民同盟員こそ，戦時に自らの命を賭すも
のであり，そして再び玉座と祭壇が危機にさらされれば農民同盟員と某々政党の臆病者がどこにい
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るかがわかるだろう。
　さらに農民同盟は社会民主主義だという非難がなされる。いつかはそうともなりうる。このままの
道を続けていけば。もっともそれは絶望からだが。今日は，まだそこまで来ていない。農民はなお自
分のかまどを守るために闘わなければならない。農民の根絶を妨げなければならない。さもなければ
30～40年のうちに農村にも社会民主主義が入り込むことになろう。
　中央党のことにもどれば，〔農業労働者・奉公人のための老齢・廃疾保険の分担金を農民に課する〕
ラベル法が可能となったのは，ひとえに中央党の態度による。イェズス会に関する提案が採択された
のも，中央党の議員諸氏がこの提案についてとりたてて気にかけなかったからである。我々はイェズ
ス会について特に期待することも，恐れることもないのだ。
　中央党もたしかにルーマニアとの通商条約に反対投票したが，それは，ただ農民同盟が中央党の背
後に妖径として立っていたからである。たとえ農民同盟が中央党を強いて別の道をとらせたという以
外のことはなさなかったとしても，それだけで農民同盟はすでに十分なことをしたのである。キリス
ト教農民協会の結成がもくろまれているが，欺瞳で事を進めることだろう。ニーダーバイエルンはよ
き模範をもって先行した。オーバーバイエルンがその後に続けば，中央党の威勢もじきに終ることに
なる。
　ジーグルも長く続く拍手を受けたのち，ゲッヒが再び発言を求め，ライフアイゼン信用組合は単
に，叫んでいる農民を黙らせるために設立されたと述べた。するとジーグルは，ここで割ってはいり，
こう述べた。ライフアイゼン信用組合はよいものである。しかし官僚制の支配下，特に聖職者の単独
支配下に入ってはならない。それは目的のための手段となってはならない。農民は，ライフアイゼン
信用組合の中で，若干だけではなく，全面的に発言権をもたなければならない，と。
　ゲッヒは，発言を続け，ライフアイゼン信用組合を設立するのは結構だが，たとえばゾーデン男爵
のようなお偉方がまたまたトップに立つようなことは，自分には気に入らないと述べた。彼はさら
に，ラベル法聖職者の給料引き上げについて語った後，ニーダーバイエルン農民同盟の設立者
ヴィーラントをほめたたえ，彼のような精力的な人物がオーバーバイエルンでもトップに立つことを
期待し要望した。
　ここで，クライトナー博士が登壇し，ヴィーラント氏は〔高地〕森林農民同盟（Oberlander
Waldbauernbund）とオーバーバイエルン農民同盟との間のよき協調関係への希望を表明したが，森
林農民同盟は農業の繁栄を促進するいかなる団体にも合流するという確約を与えることができると述
べた。次いで農業協会の改革について触れ，そのトップには農民層の出ではない人々が立っている
が，将来は農民層からより多く取り立てられることになろう。農民を農民同盟から引き離すために，
今や農民を農業協会に獲得しようという努力がなされるであろう。農民の声が直接かつ歪められない
表現をとる時にのみ，農民に有益なことがなされうるであろう。遺憾ながら農民協会ではそうではな
い。というのは，そこではすべての提案が政府の型にはめられるからである。農業協会の功績を否認
するものではないが，農民に推奨できるものではない。というのは，そのトップには政府官僚が立っ
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ており，幹部会には政府に近い人々が選ばれているからである。
　ライフアイゼン信用組合は政府に支持されている。農民運動は貴族や聖職者には好ましくない。そ
れ故キリスト教〔農民〕協会やライフアイゼン信用組合の形成によって，それを何としても克服し
ようとしているのである。プライジング伯爵（Konrad　Graf　von　Preysing－Lichtenegg－Moos
1843－1903）〔1871－93年および1900－03年帝国議会議員，中央党所属〕はキリスト教農民協会に1000
マルク寄付した。彼がそうする理由は，その言明から十分に明らかである。すなわち，「我々は農民
層が維持されることに大きな利害を有している。農民がうまくいかなければ我々はどこから我々の
抵当資本や小作地への利子・地代を得るというのか。」ちなみにプライジングは，何百万長者である。
農民は伯爵や侯爵からの施し物を突き返してほしい。〔ここでゲッヒがこう言葉をはさんだ。ニーダー
バイエルンでは，こういうことわざがある。「やせこけた農民かやせこけた馬を見たら，それはアショ
ルディングかモースのものだ〔ニーダーバイエルン県フィルスホーフェン郡のモースはプライジング
の世襲財産農場の所在地〕」，と。爆笑が静まった後クライトナーは続ける。〕プライジング伯爵の
先祖は，悪名高い農民搾取者であった。子孫は先祖と違っていてもいいわけだが，プライジング伯爵
の子孫の場合は悲しむべき悪名をかちえている11。
　農民は自分で自分を助けなければならない。自分の足で立ち，上層階層の特殊利害に利用されては
ならない。そのことが多数の農民に認識されたのはよいことである。しかし，その数がさらに拡大す
るよう努めなければならない。それ故，なかんずく，農村住民の利害を暖かく擁護する新聞を支持す
べきである。それ故，そうした新聞のみを購入し，くだらない新聞は放り出すべきである。注目すべ
きは，『トラウンシュタイン週報（Traunsteiner　Wochenblatt）』に対するトラウンシュタイン郡上
級区裁判官の態度である。常に農民の利害を擁i護してきたこの新聞に対して，彼は1893年12月4日
付けの同紙編集者宛て書簡で，その忠誠の欠如を非難し，今後は区裁判所の公報は同紙には載せない
旨を通告した。この態度は，同紙が同郡で最も広まっている新聞だけにいっそう奇妙なことなのであ
る。同紙が競売の知らせをすぐに載せなかったこと，また兵士へのいじめの記事を載せたことが非難
されているが，ふだんは見落とし一つで最も厳しい罰が科されるなどということはない。農民はこれ
によって惑わされることなく，今こそ『トラウンシュタイン週報』を購入すべきである。
　ゲッヒは，これを受けて，さらに『バイエルン人の祖国（Bayerisches　Vaterland）』とミュンヘン
の『〔新自由〕民衆新聞（Neue　Freie　Volkszeitung）』を推奨した。そして『トラウンシュタイン週報』
については，シュトラウビングから見てきわめてしっかりした官吏であるトラウンシュタイン地方裁
判所長に苦情を申し立てるよう提案した。ヴィーラントは，それでは自分は満足できない，トラウン
シュタインとその周辺全体がむしろ王国政府に苦情を申し立てるべきであるとした。
　ようやく5時頃，オーバーバイエルン農民同盟の設立に移り，議長に農業者エンツヴィーザー
（Enzwieser），副議長にアイゼンベルガー，会計にイェールを選出した。書記は，選ばれた人が選出
を拒否したため，幹部会に一任された。トラウンシュタイン郡支部の長には〔高地森林農民同盟議長〕
マティーアス・フーバー（Mathias　Huber）が，その代理にはモーリッッ（Moritz）が選出された。
5時半頃，イェールは会を閉じるにあたって摂政陛下万歳を三唱し，それに参会者は熱意をもって加
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わった。参会者の数は約800名で，その大多数は山村農民と推定される。
　このように，オーバーバイエルン農民同盟の結成大会は，農民同盟運動で先行したニーダーバイエ
ルン農民同盟の強力な支援のもとに進行した。そこでは，農業・農民の「窮状」が各方面にわたって
論じられるとともに，中央党への対抗関係，また同党の側からする農民同盟への対応が浮き彫りにさ
れたといえよう。そして，この大会には，上下両バイエルンの農民同盟運動初期の指導者がほとんど
すべて顔をそろえていた。以下，これらの人々の横顔を交えながら，ニーダーバイエルン，またオー
バーバイエルンの農民同盟が何を問題としたのか，その基盤となった農民のおかれていた状況はどの
ようなものであったのかを見ていくこととしたい。
1　ニーダーバイエルン農民同盟の形成とその指導者たち
　農民同盟結成に連なる動きの起点となったのは，ニーダーバイエルン県ケールハイム＝ロッテンブ
ルク＝マラースドルフ選挙区での1892年10月19日の帝国議会補欠選挙であった。この年の8月に中
央党所属の帝国議会議員，農場所有者キルヒャマー（Sebastian　Kirchammer　1841－92）が死去した
のを受けて，同党の候補者としてはじめ司祭で邦議会議員のツァッハ（Joseph　Zach　I829－98）の名
が浮かんだが，結局醸造所所有者のラウヘネカー（Johann　Rauchenecker）に落ち着いた。この選
挙区は，1874年以来中央党の保持するところで，前回もキルヒャマーは投票総数の77％を獲得して
おり，今回も勝利は当然のこととされていた。しかし，予備役将校のラウヘネカーが選挙集会で二年
兵役制の導入に反対を表明したことは，三年兵役制の短縮を願う圧倒的多数の選挙民の反発を買うこ
ととなった。ここで突如浮かび上がったのが，前出のジーグルであった。選挙の前2週間足らずとい
う時点で，マラースドルフ郡の新聞『ラーバーボーテ（Laaberbote）』に50名の署名を付した呼びか
けが載り，「無関心のまどろみから醒めて，『バイエルン人の祖国』の編集者ジーグルを帝国議会に送
り込む」よう求めたのである。そこでは，ジーグルはどの政党にも加わらないであろうとされていた。
ジーグルは，この呼びかけを「中央党に対する抗議」の兆候を示すものとして歓迎した。結果は，ラ
ウヘネッカー一　4218票，ジーグル4094票という僅差でジーグルは当選には至らなかったが，比較的大
きな町村では優位を占めた。市場町プファッフェンベルクでは83対9，修道院のある郡庁所在地マ
ラースドルフ村でも55対37であった。この2町村を含むマラースドルフ郡は，彼の生地アショルツ
ハウゼン村の所在する郡であったが，同郡では四分の三という圧倒的な勝利を収めている。結局ジー
グルは，翌93年6月15日の帝国議会総選挙で同じケールハイム選挙区から当選した。投票総数の増
大もあって，今回の得票数は7397票にのぼった12。
　この間，93年4月10日には，シュトラウビングでニーダーバイエルン農民同盟が結成されている。
農民同盟結成の直接のきっかけとなったのは，同年2月18日にプロイセン東部のユンカー・大農場経
営者を中心に結成された農業者同盟（Bund　der　Landwirte）による，組織拡大に向けた働きかけで
あった。農業者同盟の創設には，バイエルンからも，大農場経営者カール・フォン・テユンゲン＝
206
ロスバツハ男爵（Karl　Frhr．　von　Thtngen－RoBbach　1839－1927）や，醸i造所所有者ルツツ（Friedrich
Lutz　1885－1918）も参加したが，前者は1880年にバイエルンの北部フランケン地方のウンターフラ
ンケン県でフランケン農民協会を結成，後者はそれと連携して85年に同じくフランケン地方のミッテ
ルフランケン県でミッテルフランケン農民協会を結成しており，ともにルター派のプロテスタント
で，保守主義の立場に立っていた。ルッッは，1887年以降バイエルン邦議会議員〔1905年まで〕，
1890年以降帝国議会議員〔1895年まで〕であった13。
　1893年3月18日にシュトラウビングで約400名の参加のもとに開かれた集会では，北ドイッ出身の
農業顧問官ゾーダン（Sodan）〔オーバープファルツ県在住〕がルッツにかわって基調演説を行い，
農業者同盟に連携する組織を結成するよう要請した。それに続く討論では，バイエルンのこれまでの
農民政党，中央党を激しく攻撃するゲッヒと出席した3名の中央党邦議会議員エヒンガー
（Joseph　Echinger　l841一掌）〔ボーゲン郡エングルマル村の特定郵便局長・不動産所有者〕，エンゲル
ベルガー（Franz　Engelberger　1832－＊）〔シュトラウビング郡シュトラスキルヒェン村の特定郵便局
長・農業者・旅館経営者〕，ペン（Jakob　Penn　1836－＊）〔レーゲン郡ライフリッッ村の農業者〕との
間で応酬があり，最終的には，農業者同盟に直接合流するか，それと連携しつつニーダーバイエルン
農民同盟を結成するかが焦点となって，結局後者の線が勝利を収めた。こうして，翌4月10日の集会
（約160名が出席）で，ニーダーバイエルン農業者同盟〔通称ニーダーバイエルン農民同盟〕成立の
運びとなったのである。この二つの集会で司会を務めたヒーエン（Franz　Xaver　Hien）〔シュトラウ
ビング郡ミッターハルトハウゼン村の農民〕が議長ヴィーラントとアイゲンシュテッター（Eigen－
stetter）とが副議長に選出され，「農業に関するあらゆる問題でドイツ農業者同盟と接触する」こと，
そして「実際に農業を営む有為な農業者を議会に送り込む」ことをうたった規約案が採択された。そ
の際議員は，農業を営む住民の福祉を政治的考慮に従属させることなく，常にあらゆる問題で，同
盟の機関との諒解のもとに行動することとされた〔議員への命令的委任（imperatives　Mandat）〕14。
　これに対して，『バイエルン人の祖国』紙と同じく農民の新しい動きに特に関心を寄せていた『新自
由民衆新聞』は，直ちに4月14日号で，北ドイツのユンカー・大土地所有者と中小農民であるバイエ
ルン農民とは必ずしも利害を一にするわけではないこと，農業者同盟が陸軍拡大法案を支持している
ことに注意を促し，ヘッセン農民協会と同様農業者同盟とは一線を画するよう警告を発した。同紙
は，4月21日号でも，農民の声として，「我々には兵士はもう十分だ，軍隊にはもう十分に支払ってい
る。もうごめんだ」と記し，また北ドイツ人は〔輸入穀物を再輸出する際の〕同一性証明の廃止15，逓
減運賃率を望んでいるが，それでは東プロイセンの穀物が市場に氾濫して穀物価格を押し下げるがゆ
えに我々には害にしかならないとして，北ドイツの農業者同盟に合流しないよう訴えている。そして
5月3日号では，農業者同盟のバイエルンへの拡大を推し進めているルッツに対して全面批判を展開
したのであった。そして，ニーダーバイエルン農民同盟の実際の指導者，ヴィーラントやゲッヒもま
た，間もなく，農業者同盟からの独立を明確にし，これとの協力ではなく，それと闘う姿勢を明らか
にしていくのである。しかしいうまでもなく，ニーダーバイエルン県での選挙における直接の競争相
手は，中央党であった16。
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　同93年6月の帝国議会選挙では，ニーダーバイエルン農民同盟は同県の6選挙区で立候補者を擁
立，ジーグルを含め3名の当選を果たし，中央党と3：3で分け合うという，新政党としては相当の
成果を収めた。ジーグルは公式の立候補者リストでは，農民同盟を名乗らず，「分邦主義者」とあっ
たが，5月28日にプファッフェンベルクで開かれた最初の選挙演説会では，ニーダーバイエルン農民
同盟会長のヒーエンから「農民同盟の候補者」として紹介されている。そして，彼の新聞『バイエル
ン人の祖国』での選挙への呼びかけでは，自分が「ニーダーバイエルン農民同盟幹部会の同意と要請
のもとに」立候補を引き受けた旨を明らかにしている。同盟からの当選者は，ケールハイム選挙区の
彼のほか，シュトラウビング選挙区のブルックマイアー（Josef　Bruckmaier　1848－’）〔ボーゲン郡ボー
ゲン市のビール醸造業者・旅館経営者〕，そしてプファルキルヒェン選挙区のバッハマイアー（
Benedikt　Bachmeier　1852一り〔ロッタール地方のグリースバッハ郡ポイガッハ村ミッターハールバッ
ハの農業者〕であった。落選したのは，ランツフート選挙区のシュタングルマイヤー（Stanglmayer）
〔農業者・旅館居酒屋経営者〕，パッサウ選挙区のヴィマー（Josef　Wimmer　1844－＊）〔農業者・村
長〕，デッゲンドルフ選挙区のへ一リング（Georg　Haring　1833」）〔居酒屋経営者・農業者〕で，候
補者6人のうち，ジーグル以外は，すべて農業を（も）営んでいたと考えられる。この選挙で，ヴィー
ラントは，「我々は農民の利益を擁護するのに，貴族も，聖職者も，博士も，教授も望まない。望む
のは農民だけだ」と繰り返し叫んだが，ニーダーバイエルン県ではほぼその線で選挙戦が戦われたと
いえよう。ちなみに，前出のゲッヒ博士も村医者のかたわら農業を営んでいた。しかし，先のトラウ
ンシュタインの集会に登場したクライトナー博士や，ジーグルが言及したラツィンガー博士のよう
に，農業に従事していない指導者も農民同盟運動で重要な役割を演じていた。むしろ，とりわけ運動
の初期では，そうした存在は，むしろ際立った位置を占めていたというべきであろう17。
　ジーグルもそうした一人であったが，生まれはマラースドルフ郡アショルツハウゼン村の農家で
あった。父親は，1837年に8．29タークヴェルク〔およそ1ヘクタール＝3タークヴェルク〕の農家を
750グルデンで相続〔同年21歳で結婚〕したが，ラーバー川一帯の結婚式をおもしろおかしく盛り上
げる才にもたけた働き者で，1890年の死の際には，66．34タークヴェルクの土地を残している。しかし，
ジーグルがその長男として生まれたのは，1839年のことであったから，まだごく小さな農家だった
にちがいない。弟が3人〔うち一人は8ヶ月で死亡〕，妹は3人という大家族だった〔あと一人は出
生時に死亡〕。彼は5歳の時司祭の勧めと居酒屋を経営する叔父の援助でニーダーバイエルン県の
県庁所在地ランツフートのカトリック系の学校に入学，1858年，優秀な成績で卒業した。彼が聖職
者になることを願った父親の望みに従って，ジーグルはミュンヘン大学で神学の基礎となる哲学を専
攻したが，ひそかに法学に転じた。それが父親の知るところとなって，送金が中絶するなど，紆余曲
折を経たが，その間，家庭教師や諸紙への記事執筆などで生活費を得ている。62年にはミュンヘンの
ベネディクト修道会修道院に修練士として入ったが，4ヶ月ほどでここを去り，再びミュンヘン大学
にもどった。60年代半ば彼はカトリック・ジャーナリズムの道に入り，大ドイツ主義者でプロテス
タント的プロイセン的帝制の敵手となる，バイエルン愛国主義的な「民衆の先触れ（Volfesbote）』紙
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の編集者ツァンダー（Ernst　Zander　1803－72）の協力者となった。68年，普填戦争での批判的論陣
で裁判にかけられたツァンダーにかわって『民衆の先触れ』紙の編集を委ねられることとなったジー
グルは，いそぎフライブルク大学に博士号を申請し，送付した論文の審査のみで法学博士となること
ができた。この間，普填戦争の現場ボヘミアからの報道で名声を博し，かつ大きな報酬を得たジーグ
ルは，翌69年には，自らの新聞『バイエルン人の祖国』を刊行する。
　1869年3月23日付けの同紙見本号では，こう述べられている。我々がそのために戦っている聖な
る大義宗教・祖国・民衆の大義一自由，権利，そして未来すらも一の何が脅かされていない
というのか。何が…なかば，ないしは完全に，裏切られていないというのか。我々の敵はすでに新た
な略奪をねらっている。我々とその権利に対する，教会と民衆家族とゲマインデ，信念と良心の権
利に対する新たな行動をねらっている。我々は，よそ者が我々に命令し，われらが国王が，もはや国
王ではなく，よそ者の代官となることを欲するわけにはいかない。我々は，自由で自立した，．独立の
バイエルン，自由で同権の国家を欲するように，ドイツ全体を連邦制的かつ自由を尊重する基盤の上
に再建することを要求する。そして，税負担，とりわけ「血税」の軽減いくつかの破滅的な自由主
義的法律の廃棄ないし改正，そして特に社会問題労働者問題の解決による民衆の福祉を望むもので
ある。「民衆とともに，民衆を通して，あらゆる場で民衆の福祉と最善を」一これが我々のスロー
ガンたるべきである。こうした志向を民主主義的と呼ぶのなら，我々は決然として民主主義的であろ
うとするものである，と。
　この前日，3月22日，彼は，『フォルクスボーテ』の前年248号と255号でのプロイセン国王侮辱の
かどで法廷に立った。ヘッセン侯とハノーファー国王に対するプロイセンの財産差し押さえを，著名
な「義賊」シンダーハネス（Schinderhannes〔本名Johann　Wilhelm　Buckler〕1783－1803）と対比
しつつ厳しく論難したからであった。そのため彼は2ヶ月の城塞禁固刑に処せられたが，それが逆宣
伝となったこともあり，予約購読400部から出発した『バイエルン人の祖国』は，1年後には5400部
へと躍進し，バイエルン屈指の日刊紙となることができた。同紙は，プロイセンの支配するドイツ帝
国の設立に対して反対を繰り広げた。そしてジーグルは，帝国成立後も，ドイッ皇帝ヴィルヘルム1
世や帝国宰相ビスマルクに対する名誉致損等々のかどで，繰り返し禁固刑や罰金刑に処せられ，同紙
もたびたび発売禁止となっている。こうして，ジーグルは，反プロイセンの分邦主義者としてその名
をとどろかせることとなった。’
　当時ジーグルもその一翼を担っていたバイエルン愛国者党（Bayerische　Patriotenpartei）は，
1860年代末，国民自由主義的バイエルン官僚政府により開始された文化闘争に対してtカトリック
教会の諸権利を擁護し，かつプロイセンの影響力の増大に対して個々の邦国を連邦制的に保障するべ
く形成された。その指導層は，プライジング伯爵（前出），ルートヴィヒ・ツー・アルコ＝ツイネベ
ルク伯爵（Ludwig　Graf　zu　Arco－Zinneberg　1840－82）らカトリック貴族や，高級聖職者，カトリッ
ク市民層と並んで，カトリック民衆に根ざした，下級聖職者やイェルク（Joseph　Edmund　J6rg
1819－1901），ッァンダー，ジーグルら新聞編集・発行者が形成した。そしてその広汎な基盤となっ
たのは，工業化や共同体解体の波にさらされた都市・農村の中間層であった。1869年にアルコ＝ツィ
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ネベルク伯爵支聖堂区付司祭タウベンベルガー（Taubenberger），そしてフライブルクのカトリッ
ク神学校教授ダラー博士（Balthasar　Daller　1835－1911）によって，バイエルン有数の巡礼地，オー
バーバイエルン県アイブリング郡のトゥンテンハウゼンに設立された「トゥンテンハウゼン・バイエ
ルン愛国農民協会（Bayerischer　patriotischer　Bauernverein　zu　Tuntenhausen）」は，こうした愛
国者党を支える基盤の一つであった。しかし，文化闘争が終焉に向かうに従って，愛国者党はバイエ
ルン政府および帝国政府への反対党としての性格を弱め，1887年には，プロイセンのカトリック地
域を基盤とする中央党にバイエルン中央党として合流した18。ジーグルとその『バイエルン人の祖国』
は，愛国者党時代からそのもっとも分邦主義的＝カトリック的一翼を形成しており，愛国者党／バ
イエルン中央党との関係は，早くから一帝国の建設や文化闘争に対する同党内の融和的な動きな
ど，プロイセン・帝国政府やバイエルン政府との関係を中心に一緊張をはらんだものであった19。
ジーグルは，1871年，そして77年には，「カトリック民衆党」の結成に動き，そして1880年代の末には，
ラツィンガーらとともに，中央党を批判して新しいバイエルン政党を求めるにいたる20。当時，中央
党内では，すでにその綱領に示されているように，「農業の押しひしがれた状態」に対して，農業へ
の支援の必要性は意識されており，また広汎な民衆の意思に依拠しようとするダラー，オルテラー
（Georg　Orterer　1849－1916）〔ギムナジウム教師〕，イェーガー（Eugen　Jager　1842」）〔出版業・
ジャーナリスト〕ら新しい指導者たちが台頭していた21。しかし，その動きはなお鈍く，そしてとり
わけ90年代にはいって，オーストリア等との通商条約の締結による農業関税の引き下げに中央党が賛
成票を投じたことは，農民たちの憤激を呼んで，ジーグルの擁立，そしてニーダーバイエルン農民同
盟の結成へとつながったのであった。
　さて，1893年7月5日に行われたバイエルン邦議会選挙（間接選挙制）の第一次選挙では，農民
同盟はニーダーバイエルン県の選挙人総数の約41％，514名を獲得し，全20選挙区中7選挙区で当選
を果たした。プファルキルヒェン選挙区から，バッハマイアー（前出，6月の帝国議会選挙で当選），
ジンツィンガー（Hans　Sinzinger　1858－’）〔プファルキルヒェン郡プファルキルヒェン市の商人〕，
ブラウン（Adalbert　Braun　1843一り〔プファルキルヒェン郡シュトゥーベンベルク村フォルデレレ
クセナウの農民〕，パッサウ選挙区からヴィマー（前出，6月の帝国議会選挙で落選），デッゲンドル
フ選挙区からヘーリング（同上）とラツィンガー，そしてレーゲン選挙区から同じくラツィンガーで
あった。ラツィンガーが，僅差で勝利したデッゲンドルフ選挙区ではなく，大差で勝利を収めたレー
ゲン選挙区を選んだので，デッゲンドルフ選挙区は補欠選挙となった。ジーグルは，ケールハイム選
挙区から立ったが，帝国議会選挙と異なり落選の憂き目にあい，デッゲンドルフ選挙区からの再度の
立候補は断念した。替わって立候補したクルツ（Friedrich　Kurz）〔デッゲンドルフ郡ヴィンツァー
村の商人・村長〕が無事当選を果たしたので，ニーダーバイエルン農民同盟は7議席を確保すること
ができた。
　ここで当選者中，ジーグルと同様，農業経営にタッチすることなく農民同盟運動の指導者の一人と
なったラツィンガーについて見ておこう。彼は，1844年，ニーダーバイエルン県デッゲンドルフ郡
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シュヴァーネンキルヒェン村リッケリングの農家に生まれ，1855年から同県の古都パッサウのギム
ナジウムに学び63年から67年までミュンヘン大学でカトリック神学を専攻した。68年，博士論文「教
会による貧民の生活保護」で博士号を取得した後69年からオーバーバイエルン県のベルヒテスガー
デンで助任司祭として，72年から74年にかけてはニーダーバイエルン県のランツフートで小聖堂付
司祭として活動。その間，70－71年には，『フランケン民報（Frdnkisches　Volksblatt）』，そして74－76
年には，ミュンヘンの眠衆の友（Vo　lksfreund）』の編集に携わった。この70年代に愛国者党の運
動に加わった彼は，75－77年にはバイエルン邦議会（オーバーバイエルン県テルツ選挙区），77－78年
には帝国議会（同県ローゼンハイム選挙区）の議員となった。70年代半ばには，リットラー博士（Alois
Rittier　1839－90）〔聖職者，編集者，次いでレーゲンスブルクのカトリック神学校教授・校長，1875
年から愛国者党／中央党邦議会議員〕やジーグルの盟友として「カトリック民衆党」のために闘い，
82年には，トゥンテンハウゼン農民協会の設立者の一人アルコ＝ッイネベルク伯爵と共同で農業改
革綱領を起草（翌年発表），ユダヤ人銀行家・投機業者の影響下にある大資本主義こそ農業の危機の
元凶だとして，農業経営の負債の責任をこれに帰している（ちなみに，ジーグルも反ユダヤ主義者で
あった）。83－84年にはオーバーバイエルン県テーゲルンゼーの宮廷内礼拝堂付司祭84－88年には同
県ブルック郡ギュンツェルホーフェン村の司祭を務めたが，その後は自発的に聖職を退き，主にミュ
ンヘンに住みながら文筆活動に従事した。そして，90年代初頭ジーグルとともに中央党に対する農
民の抗議活動を推進し，93年の邦議会当選後は，農民同盟議員団の議長として活動することとなる。
しかし，彼が同年11月に邦議会で提起した綱領は，分割・売却による農場の解体
（GUterzertrUmmerung）の禁止，ボーデンツィンスの漸次的償却を求めた点が，土地所有権の制限
に反対し，ボーデンツィンスの即時廃止を求めるヴィーラントやゲッヒの激しい反発を呼び，彼ら
は，ニーダーバイエルン農民同盟の規約を盾に，農民同盟指導部の意向に従うようラツィンガーに
迫った。これに対して彼は，「自分の名が自分の綱領である」としてこれを拒否し，翌年4月半ばに
は農民同盟を去ることとなるのである22。
　ボーデンツィンス（Bodenzins）とは，1848年革命時同年6月4日の法律によって封建的貢租償
却の原則が定められた際従来の貢租を金銭で確定したものの18倍を償却資本とし，これを現金で即
時償却しない場合，その4％を毎年国庫（Staatskasse）ないし国営の償却金庫（Ab16sungskasse）
に支払うものとされた（従来の上級所有権者が国の場合〔19世紀初頭に世俗化された修道院領もこれ
に該当する〕は前者に，また封建領主などの場合は後者に支払う），その年次金のことであり，年々
の貢租を100グルデンとするとボーデンッィンスは72グルデンとなる（なお，この，即時償却ではな
い場合は，貢租の2倍分を別に国が負担し，あわせて貢租の20倍分が年利4％の償却債権証書で領主
に支払われ，かわって国がボーデンツィンスの収納権者となる）。このように貢租のボーデンツイ
ンス化によって一定の負担軽減が果たされたが，貢租の場合のような不作時の減免はなく，1890年
代のバイエルン邦議会の議論では，フランス革命のような貢租の無償廃棄如何，またボーデンツィン
スと土地税との二重課税如何の問題と並んで，そのことも批判点の一つとなった23。
211
生成期のバイエルン農民同盟とカトリック農村社会
　それでは，ヴィーラントやゲッヒは，どのような人物だったのか。
　シュトラウビング郡長の1897年5月7日付け内相宛報告書によると，ヴィーラントは，1850年10
月20日，フィルスホーフェン郡ゲルクヴァイス村に生まれた。当時の農民の子弟一般がそうだったよ
うに，民衆学校だけを出，81年に両親の農業経営を相続した。この農揚を処分した彼は，一その
ため彼はのちに「農場解体者（GUterzertrammerer）」とも呼ばれることになる一，91年12月，シュ
トラウビング郡フェルトキルヒェン村ヒールルバッハに78．655ヘクタールというかなり大きな農場を
妻とともに6万4900マルクで購入した。翌年4月にはさらに3000マルクで3．309ヘクタールの土地を
追加購入している。（以上の土地購入の期日と面積は土地税台帳による。『バイエルン大土地所有者総
覧』1907年版のヒールルバッハの農場の項には，南ドイツ土地信用銀行のヴィルヘルム・パウリ
（Wilhelm　Pauli）が1885年に購入したものを1890年にヴィーラントに売却とある。ちなみに，1900
年と1906年に所有者が替わっており，総覧刊行当時の農場の規模は98．28ヘクタール＝28＆5ターク
ヴェルク，内，耕地270タークヴェルク，採草地15タークヴェルク，林地3．5タークヴェルクで，家畜
は馬8頭，牝牛45～50頭，牡牛8頭のほか，豚の肥育も行っている。すでにヴィーラントの頃から
火酒醸造所も備えている。）
　郡長の先の報告書によれば，報告当時「農場所有者」ヴィーラントの農場は83．61ヘクタール〔土
地税台帳では，94年の追加購入と95年の交換分合で，79．817ヘクタールとなっているので，報告が正
しければおそらく隣村での購入分がこれに加わるものと思われる〕，それにかかる負担は，土地税
356．25マルク，家屋税4．81マルク，計361．06マルク，ボーデンツインス724．24マルクであった。ボー
デンツィンスの負担は土地・家屋税の2倍にものぼっていたことになる。抵当負債は，第1位，南ド
イツ土地信用銀行5万6000マルク，第2位，同銀行1万5000マルク〔96年2月に設定〕，第3位，レー
ゲンスブルクのニーダーマイアー銀行6000マルク（92年11月に設定）で，フェルトキルヒェン村に
よる農場の評価額（96年秋）は，8万マルクであった。郡長の評価は，「ヴィーラントの資産状態は，
したがって非常によくない〔この「非常に」は内相フォン・ファイリチュの農民同盟運動に関する摂
政ルーイトポルト宛1897年5月27日付け報告書では削除されている〕。特にボーデンツィンスの負担
は非常に高い1」というものであった〔子供は，15歳を筆頭に13，5，4，2歳の計5名〕。郡長の報
告書には，ヴィーラントは，「〔シュトラウビング郡の〕農民の問で，ボーデンツィンスその他，彼の
言うところの不当な負担の廃棄に関する約束のおかげで，かなりの支持者と大きな声望を享受してい
る」とあるが，彼自身，ボーデンッィンスに苦しむ一人だったことになる24。
　もう一人の指導者ゲッヒは，1852年12月27日，ニーダーバイエルン県ボーゲン郡のシュヴァル
ツァッハ村で，靴屋の息子として生まれた。彼はメッテンとシュトラウビングのギムナジウムに通っ
た後，ヴュルツブルク大学で医学を学び，74年医学博士号，76年には「秀」の成績で医師免許を取得，
さらに80年には医師として国家に勤務する資格試験に同じく「秀」の成績で合格した。勉学の資金は
叔父のナープブルク市司祭から出たと見られている。その遺産は彼の相続するところとなっている。
70年代末，シュヴァルツァッハ村で開業，83年，製粉業者の娘と結婚，97年段階で3～4人の子供
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があり，一番年上の子もまだ義務教育の年齢だという。
　ゲッヒは，シュヴァルツァッハ村に小さな家をもち，そこで開業医として活動するかたわら，近く
に約40タークヴェルク〔ほぼ13ヘクタール〕の農家を所有，これは小作には出さず，奉公人頭
（Baumann）にその経営を委ねていた。郡長はその理由として，おそらく「自身農業を営んでいる農
業者」として通用するためであろうとしているが，そこで医者としても利用する馬を飼っているこ
と，またそこから自家消費用の食糧を得ていることも認めている。郡長によれば，農場の資産価値は，
1万5000～1万8000マルクで，医者としての収入は，約3000マルクというゲッヒの申し立てよりは
るかに多いであろうとしている。
　開業以来，ボーゲン郡庁と衝突をくりかえしたが，88年から93年にかけて，シュヴァルツァッハ
村の村政を担当するゲマインデ委員会（GemeindeaUsschuB）の委員に選ばれ，92年5月から93年
末にかけては，ゲマインデの書記を務めた。聖式〔冠婚葬祭〕の謝礼に関するゲマインデの苦情もこ
の時期に始まっており，その起草者はゲッヒであった。この問題は94年5月7日バイエルン邦議会で
取り上げられたが，これを擁護したのは，社会民主党のフォルマル（Georg　von　Vollmar
1850－1922）であった。郡長は報告書の中で，ゲッヒがフォルマルと近い関係にあるのは疑いないと
している。ゲッヒは，また，シュヴァルツァッハ村のゲマインデ委員会からボーゲンのディストリク
ト議会（Distriktsrat）に選出され，郡長の言葉では，「きわめて粗野厚顔無恥で，不遜な」態度を
とったという。彼は95－96年にも同議会に出ており，それ以前の場合もそうかは明らかでないが，
「ゲッヒは常に反対派としてふるまい，そしてほとんどすべての議員が彼に盲目的に従う彼の一派
だったので，彼はいつも多数派を味方につけていた」と，郡長はその不快感をあらわにしている。
　郡長によればゲッヒが，こうしたゲマインデやディストリクトでかちえた「人気」を背景に，初
めて政治的なアジテーターとして頭角を現したのは，93年3月25日，ボーゲン郡アルバーツリート
村で聖式謝礼問題を論じた時だったという。ただし，前述のように，すでにこの1週間前のニーダー
バイエルン農業者同盟結成に向けたシュトラウビングでの集会でゲッヒは中央党の議員たちと論戦を
交えているから，彼の政治の舞台への登場はすでに始まっていたことになる。郡長は，先の報告書の
中で，当時のゲッヒの政治的な方向と戦術を示すものとして，彼がシュトラウビング郡の農業者ヒー
ンドルマイアー（Ludwig　Hiendlmeier）に宛てた3月22日付けの手紙に触れている。その中でゲッ
ヒは，「もはや自由主義的政党でも宗教的政党〔中央党〕でもなく，経済的団体のみ」が重要である
とし，こう続けている。「その他の問題でどう考えるかは各人の私的な問題だが，しかし我々の生存
がかかっている経済問題では，我々みながひとしく考え行動しなければならない。しかも精力的に。
・議会は今日では我々の利害を表明する道であり，しかもそれを実行に移す道でもある。我々が成功
を収めようとするなら，ゲマインデから始めなければならない。我々はニーダーバイエルンの各ゲマ
インデに委員会（Comite）を設置するか，事を引き受ける代表者（Obmann）をおかなければなら
ない。その時初めて選挙で勝利を収める見通しを得るのだ。…大衆を獲得しなければならない。さも
なければ我々は敗れる。最高の好機は今なのだ。」そして彼は，公開の集会よりも居酒屋の席や診察
といった小さな話し合いの場で農民同盟のために働きかけること，また日雇いを含めできるだけ多く
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の人々に関心をもたせることを重視している。さらに，できるだけラディカルかつ思い切った態度
で，人々に強い印象を与え，かつ，これまで尊敬の念を払われてきた諸権威を尊ぶ必要がないことを
彼らに示すことも，彼の意図するところであった。
　郡長によれば農民同盟の活動でゲッヒが目指したのは，ボーデンッィンスと土地税の廃止，聖式
謝礼の変更ないし廃止，抵当の国家による引き受け，そして農民に有利な保護関税・通商政策であっ
た。そして，すべての点で民衆の意志が決定的たるべきであり，官吏と聖職者も民衆が選挙するのが，
彼の理想とするところであった25。
　バイエルンの1890年当時の農業統計では，農業経営は，農地〔林地や宅地を除いた農業用地〕1
ヘクタール未満が「零細経営⊥　1～10ヘクタールが「小経営」，10～100ヘクタールが「中経営」，
100ヘクタール以上が「大経営」とされている26。その後，農地100ヘクタール以上が「大経営」は変
わらないが，2ヘクタール未満が「零細経営⊥　2～100ヘクタールが「農民経営」とされ，そのう
ち農民経営は，2～5ヘクタールの「小農経営」，5～20ヘクタールの「中農経営」，20～100ヘクター
ルの「大農経営」に区分されることになる。〔ちなみに，当時の地域的な呼称では，おおよそ，大農
が「バウアー」，中・小農が「ゼルドナー」・「ギュートラー」や「小ギュートラー」など，そして零
細農が「ホイスラー」ないし「レーアホイスラー」にあたる。〕27これによれば，ヴィーラント，ゲッ
ヒは，前者の分類では共に「中経営」だが，後者の分類では，同じ「農民経営」の内，前者が「大農」
〔それも「大バウアー」〕，後者が「中農」に属することは間違いないところであろう。ゲッヒは，前
述のように，さらに「日雇い」にまで働きかけようとしていたが，ここでは，小農と零細農との境目
あたりの存在ながら農民同盟の活動家となったヨーハン・ライトナー（Johann　Leitner　1869－＊）と
いう人物についていささか見ておくこととしたい。
　エッゲンフェルデン郡長がニーダーバイエルン県知事に宛てた1897年5月22日付けの報告書によ
ると，ライトナーは，1869年，同郡のザットレルン村に生まれた。民衆学校を出ただけの「小ギュー
トラー（KleingUtler）」で，2．309ヘクタール（6．78タークヴェルク）の土地を所有。それにかかる負
担は，土地税5．67マルク，家屋税0．96マルク，地方税（Kreisumlage）1．82マルク，計8．45マルクの税
に対して，ボーデンツィンスが13．06マルクにのぼっていた。他に，災害保険が0．96マルクかかった。
ライトナーは，6タークヴェルク付きの農家を6000マルクで購入，さらに0，78タークヴェルクを850
マルクで追加購入している（計6850マルク）。家屋や土地はよい状態にあり，経済状況の悪化にもか
かわらず6000マルクと評価されており，これにバイエルン農業銀行からの負債1500マルクと短期の
負債約250マルクがついていた。93年に働き者の女性（64年生まれ）と結婚子供は今のところいな
いとある。乳牛2～3頭の小農／零細経営（Okonomieg（itchen）からの農業収入のほか，日雇いと
しての副収入があり，フォン・ダイム伯爵（Joseph　Graf　von　Deym　zu　Arnstorf　1845－1908）
〔1868－1908年世襲上院議員〕の森zzで木こりとして，95年には7週96年は10週97年はまた7週
働いている。最近はいわば職業的アジテーターにまでなっており，農民同盟から支払いを受けている
ことは確実とされている。彼はゲッヒとヴィーラントの盲目的な支持者で，その宣伝の主たるテーマ
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は，ボーデンツィンスの廃止である。その演説には活発なジェスチャーが伴っており，全身を情熱的
に動かして話し，農業協会の提案は紙上の空論「紙上の農業」と片付ける。そして，これまでとは
全く別様に事が進まなければならない，さもなければ農業者を革命に追い込むことになると論じる。
こうした宣伝活動を通して，彼は，コルバッハ川（イーザル＝イン丘陵地帯を流れる川の一つ）の
一帯をかき立て，これまではきわめて平穏だった，資産状態でまさる農民たちをも味方につけてい
る，とされている29。
　なお，のちにバイエルン社会民主党の指導者となるエアハルト・アウアー（Erhard　Auer
1874－1945）は，この丘陵地帯の東隅，ニーダーバイエルン県パッサウ郡ノイブルク村ドメルシュター
ドルの出身で，独身のお針子（ドイツ社会民主党指導者イグナーツ・アウアーの姉妹）の子として生
まれた。農民同盟の誕生当時，農揚の奉公人として働いていた。この若きアウアーも，生成期の農民
同盟運動の熱気にとらえられ，その活動家の一人となった。その後彼は，兵役に服したのち，社会民
主主義の運動に参加し，96年バイエルン社会民主党指導者フォルマルの秘書となって，以後党内で上
昇を遂げていくが，ここには農民同盟当初の運動の広がりの一端が示されているといえよう30。
皿　ニーダーバイエルン農民同盟形成の社会経済的背景
　これまで，ニーダーバイエルン農民同盟の形成とその指導者たちについて，若干の検討を加えてき
たが，ここで，ニーダーバイエルン農村の社会経済的状況について，少し視野を広げて見ておくこと
としたい。
　ニーダーバイエルン県の農業地帯は，おおよそ，ドナウ川流域の肥沃なシュトラウビング・ゴイ
ボーデン（Gauboden）地方，ラーバー川，アイテラッハ川などがその間を縫って北東方向にドナウ
川へとシュトラウビング付近で流れ込む，ドナウ，イーザル両河川間のドナウ＝イーザル丘陵地帯，
そしてその南の，フィルス川，ロッ’ト川などがその間を縫っておおよそ東方にドナウ川へと流れ込
む，イーザル，イン両河川間のイー一ザル＝イン丘陵地帯などから成る。
　（1）シュトラウビング・ゴイボーデン地方　この地方は，シュトラウビング周辺を中心に，小ラー
バー川をさかのぼってマラースドルフ（マラースドルフ郡）あたりまで，またアイテラッハ川をさか
のぼってメングコーフェン（ディンゴルフィング郡）のあたりまで広がっている。第三紀層が洪積世
のレスでおおわれ，耕地が採草地に対し圧倒的に卓越する「バイエルンの穀倉」地帯を形成する。大
農…経営が大きな部分を占めており，大農クラスを中心とする「ゴイバウアー」（Gaubauer）は，穀物
栽培を中心とし，牧畜にはほとんど関心をもたない。そして，きわめて誇り高く，我の強い人間類型
で，粘り強く自分の土地に固執しているという31。ニーダーバイエルン農民同盟の重要な基盤の一つ
を形成したのも，こうした「ゴイバウアー」であったと考えられる。
　1895年に刊行された『バイエルン王国24ゲマインデにおける経済状態の研究』は，バイエルン邦
議会が負債状況を初めとする農家の経済状態を調査するよう求めたのに応えて，王国内務省農工商局
が各県につき三つのゲマインデを抽出して94年に行った調査の成果である。ニーダーバイエルン県に
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ついては，シュトラウビング郡のライブルフィング村，プファルキルヒェン郡のシヤルドルフ村，
レーゲン郡のツェル村がとりあげられているが，このうちライブルフィング村（9つの集落から成る
村で，住民は618名32）は，アイテラッハ川沿いの，メングコーフェンより下流部にある村で，ほぼシュ
トラウビング・ゴイボーデン地方に属している。
　レスが支配的なこの村の土壌も，小麦と大麦に特に適した最も豊かな穀物向きの土壌で，赤クロー
バなど飼料用作物にも適している。三圃制だが，休閑地の半分は植え付けが行われている。醸造所は
大小二つあり，いずれも居酒屋を兼営し，大きい方は生産したビールの半分を自分の店に，他の半分
はほかの居酒屋にまわしている（この村には，居酒屋専業の店が他に一軒ある）。小さい方は，自家
製のビールをすべて自分の店用にしている。製粉所も二つあり，一つは製材所も兼営している。果樹
栽培には全く無関心である。砕土用のハロー（Egge）や農業用のローラーは村の鍛冶屋や車大工が
製作する。カルチヴェーターや播種機はすべての大経営や多くの中経営に，飼料粉砕機はすべての大
中経営に，畜力を用いる脱穀機はたいていの経営にある。蒸気脱穀機は一つだけあるが，刈り取り機
は一つもない。堆肥は屋敷地（Hof）の真ん中に積まれ，採草地にも厩肥が施されている。一般に落
ち葉などを敷き藁（Streu）の代わりに用いそれを堆肥とすることはなく，麦藁だけが用いられるが，
一集落だけは，森の落ち葉などの敷き葉（Waldstreu）を三分の一用いている。村の総面積は1176ヘ
クタールで，耕地・園地738ヘクタール，採草地79ヘクタール，放牧地12ヘクタール，以上農地計
829ヘクタール，林地333ヘクタール（内，私有林293ヘクタール），宅地・屋敷地（Haus－und
Hofraume）8ヘクタールなど。土地所有者は司祭館を含め全部で52名であり，農地の平均は，1農
家あたり約16ヘクタールとなる。どの経営も穀物を売りに出しており，どの中小の経営もパン穀物か
穀粉を購入している。農産物を販売するのは，主として14キロ離れたシュトラウビングで，12キロ
離れたガイゼルヘーリングも重要な家畜市場となっている。穀物の販売はほとんどすべて仲介人
（Schmuser）を通して行われ，その数は，シュトラウビングでは不気味なほど多い。家畜の市では，
いつも仲介人を通さず直接に売買される。その他の時期には仲介人が分け入ってくる。パンは各家で
焼いており，可能な限り自家生産の穀物を用い，製粉業者からも追加購入するが，パンを買うことは，
ゼンメル以外はない。小売店は全部で六つあるが，一つを除いて売れ行きが悪くなっていることを嘆
いている。人々は，たいていの必需品をシュトラウビングで手に入れているという33。
　家畜は，馬119頭牛590頭，豚336頭，山羊11頭。村有の放牧地はあるが，餌は供給せず，単なる
運動場である（共同の牛飼いが引率）。酪農経営はなく，肥育（Aufzucht）のみで，大きい方の農家
は牛乳の一部を販売している。耕地や採草地は良好かつ勤勉に手入れされているが，難点としては，
実際の休閑地が耕地の八分の一にあたる92ヘクタールにものぼっていること，冬期における牛の不十
分な給飼が挙げられ，合理的に経営が営まれているとは言い難い。中小経営が優越しているため，農
地の大幅な細分化と好ましからざる混在・分散が認められ，交換分合を進める必要がある。農家の相
続は，両親との相続契約により行わ礼ふつう末の息子が相続し，兄弟姉妹に一定の支払いをするが，
農家を相続する者が優遇されているというのが，調査者の得た確信である。相続契約は，農場構成の
記述，相続金額（抵当権など），隠居者の留保分（Austrag），兄弟姉妹への支払額（Heirathgut），
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これらすべての責務の抵当保証とその利子設定から成る。農家の主人は一般に主婦と夫婦財産共同体
を結んでいる。その一方が死んだ場合，他方は単独所有者となるが，その際子供たちと現存の純資
産の半分ないし三分の一を父ないし母の財産とする契約を結ぶことになるSC。
　税負担は，1892年，国税3760マルク，ゲマインデ税1084マルク，ディストリクト税289マルク，計
5133マルク，ボーデンツィンスは，国庫へ1459．51マルク，償却金庫へ1949．32マルク，計340＆83マル
クであった。他に，大きい方の醸造所が，ディンゴルフィング郡トゥンツェンベルク村のフォン・
ニートハマー伯爵聖堂録に年々202．44マルクを納めている。ゲマインデは，学校・貧民基金3000マ
ルクの利子以外，土地などからの収入はない。
　土地の価格は，1ヘクタールあたり平均で，耕地1800マルク，採草地4000マルク，林地1500マル
クだが，農家との距離に従って，耕地は900～2000マルク，採草地は3000～4500マルクの間を変動
する。（採草地が高いのは，比較的希少なこと〔対耕地比1：9．5〕，農家との近さ，大きな収益による。）
土地価格の低下ははっきりしており，個々の地片儂場の解体の際）の売買でのみ，価格は維持され
ている。この10年間に6つの農家が解体されたが，そのうち3つはそれぞれ30ヘクタール以上のバ
ウアー農家（Bauernhof）である。原因はすべての場合，資産状態の悪さにあった。土地の売買は，
すべて仲介人（Schmuser）を通して行われ，手数料は代金（Kaufschilling）の2％で，暴利は知ら
れていない。この村では，小さな村有地を除き，小作は問題にならない。教員がその勤務に付く土地
（3．410ヘクタール）を娘婿に小作に出しているだけである。小作料は，1タークヴェルクにつき23マ
ルクで，これは500マルクの4％にあたり，妥当といえよう（税等は教員が払っている）。
　この村の調査では，土地所有5ヘクタール未満が小経営（Kleinbesitz），5～34ヘクタールが中経
営（Mittelbesitz），34ヘクタール以上が大経営（gr6Berer　Besitz）とされている。全体のおよそ六
分の一の小経営では，一家族に十分な仕事を与えるには足りず，一家族を養うこともできないので，
一家の長は，手工業小売商，または日雇いの仕事もしなければならない。支配的な中経営では，こ
れら双方に十分だが，自分もどんな仕事であれ一緒にしなければならない。34ヘクタールからこの村
で最大の85ヘクタールまでの大経営では，自分も働く必要はあるが，むしろ監督の仕事が中心であ
る。
　奉公人の平均賃金は，男性が，奉公人頭250マルク，第1下男210マルク，第2下男170マルク，牡
牛下男160マルク，第3（下男）140マルク，女性は，第1下女200マルク，豚下女140マルク，女中
80マル久そして厩舎っ子20マルク。日雇い専門はいないが，蒸気脱穀機の運転は1時間20プフエ
ニヒ，大経営や多くの中経営で6週間使われる収穫労働者（「バイエルン森」や「ベーメン森」から
来る）は1週食事付きで12マルク。小経営の所有者は手工業や小売商をしており，他に副業の必要は
ないが，時に農家で短期間働くことがあり，その場合は奉公人と同じ食事をとる。冬期の森での仕事
木材運送の賃仕事もある。村からは毎年大都市に出て行く者がおり，彼らはふつうよりよい労働力で
あるが，質の問題を別とすれば奉公人の数が不足することはない。中経営が支配的ということも
あって，主人と奉公人の関係は親密で，密な交流があり，社会的格差は特に際立たない。両者は食卓
を共にし，同じ鉢から食べる。大経営では，すでにより緩い関係になっているが，特に苦情は聞かれ
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なかった。年間の休日は，ゲマインデとして決められているのは66日，休日としては廃止されたが労
働しない日は7日，半日働くのが10日（5日にあたる）で，計78日となる。
　さて，上記大中小三つのグループ（本書ではそれぞれの農家数は不明）毎の資産価値・負債額を見
ると，大経営は資産総額64万2000マルク，負債総額14万6339マルク（不動産債務14万4399マルク，
短期債務2000マルク），中経営は資産総額93万0430マルク，負債総額51万1371マルク（不動産債務47
万0417マルク，短期債務4万0954マルク），小経営は資産総額5万4960マルク，負債総額3万1102マ
ルク（不動産債務2万8402マルク，短期債務2700マルク）である（ただし，この資産価値は，火災
保険との関係で高く評価されすぎているという）。中小経営が資産価値の半分を超える負債を負って
いるのに対して，大経営は四分の一にも満たないが，これは比較的安く相続したことによるのであっ
て，経営がよりよくなされているからではない，と調査者は記している。負債の原因は，高い相続
高い土地購入で，これらは特に中小経営に見られるという。経営に関し例外的によいとされた家番号
1は，大きい方の醸造所である。なお，債権は，大経営3万6100マルク，中経営8300マルクで，小
経営はゼロ。
　この調査書には，大経営，中経営から各一戸，二つの農家の家計が示されている。（小経営は，農
業収入が決定的なものではないとして除外されている。）
〔A〕土地所有57．90ヘクタールの農家（家番号43番）の場合
　耕地（小麦など作付け面積の合計）125タークヴェルク，休閑地25タークヴェルク，採草地20ター
クヴェルク，乳牛15頭子牛15頭，母豚6匹（子豚84匹），雌鶏60羽（卵420（個），若鶏50羽，アヒ
ル20羽の経営（馬の頭数は不明）の生産物から自家消費（飼料・種子を含む）や肥育中などの分を引
いた販売分の売上高は，小麦（収量420中340ツェントナー〔1ツェントナー＝50キログラム〕）2210
マルク，ライ麦（225ツェントナー中0），大麦（350中320ツェントナー）1920マルク，カラス麦（150
ツェントナー中0），穀物関係計4130マルク（他にジャガイモ，キャベツ，カブ，飼料用ビート，ク
ローバが作付けされ，また麦藁1800ツェントナーがとれるが，すべて自家消費されている），また子
牛（8頭）320マルク，乳牛（7頭）1050マルク，牛乳（2750リットル）275マルク，子豚（70匹）
700マルク，i親豚（7匹）280マルク，卵（3000個）90マルク，若鶏（50羽）25マルク，あひる（20羽）
20マルク，家畜関係計2760マルク，総計6890マルク。支出は，税金390マルク（ゲマインデ税90マル
クを含む），ボーデンツィンス300マルク，火災・電害保険185マルク，疾病保険20マルク，老齢・廃
疾保険40マルク，賃金1085マルク，収穫労働者280マルク，鍛冶屋・車大工・馬具屋・修繕450マル
ク，機械の減価償却100マルク，家畜の災難200マルク，煙突掃除10マルク，医者50マルク，衣服・
靴400マルク，薪400マルク，食肉業600マルク，居酒屋500マル久小売商300マルク，総計5310マル
ク，純収入1580マルク。この農家は，資産総額は13万7000マルクで，これから林地の3万7000マル
クを差し引くと，投下資本10万マルクとなり，1．5％の利子を生んだことになる。負債は例外的に存
在していない。
〔B〕土地所有20．191ヘクタールの農家（家番号2番）の場合
　耕地48タークヴェルク，休閑地7タークヴェルク，採草地5タークヴェルク，乳牛6頭子牛6頭
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母豚2匹（子豚28匹），雌鶏25羽（卵1750個），若鶏20羽，水鳥10羽の経営（馬の頭数は不明）の生
産物から自家消費や肥育中などの分を引いた販売分の売上高は，小麦（収量150中140ツェントナー）
910マルク，ライ麦（75ツェントナー中0），大麦（130中117ツェントナー）702マルク，カラス麦（50
ツェントナー中0），穀物関係計1612マルク（他にジャガイモ，キャベッ，カブ，クローバが作付け
され，また麦藁600ツェントナーがとれるが，すべて自家消費されている），また子牛（3頭）120マ
ルク，乳牛（2頭）300マルク，牛乳（1500リットル）150マルク，子豚（20匹）200マルク，親豚（5
匹）200マルク，卵（1200個）36マルク，若鶏（20羽）10マルク，水鳥（10羽）20マルク，家畜関係
計1036マルク，総計2648マルク。支出は，税金130マルク（ゲマインデ税30マルクを含む），ボーデ
ンッィンス80マルク，火災・電害保険84マルク，疾病保険10マルク，老齢保険20マルク，賃金410マ
ルク，収穫労働者110マルク，鍛冶屋・車大工・修繕125マルク，機械の減価償却・家畜の災難なし，
煙突掃除5マルク，医者30マルク，衣服・靴200マルク，薪150マルク，食肉業者300マルク，居酒屋
200マルク，小売商100マルク，支出総計1954マルク，純収入694マルク。この農家は，資産総額は
3万1000マルクで，2．25％の利子を生んだことになる。負債は1万5000マルクで，これからすると，
家畜に何の災害も生じないとして，4．5％になる。なお，この農家は，右手が不自由で農業労働がで
きないため，靴屋もしている35。
　ライブルフィング村に関する調査の紹介は以上として，実はこの村は，90年代後半にニーダーバ
イエルン農民同盟の穏健派として台頭するフランツ・エスリンガー（Franz　EBIinger　1859－＊）が，
居を定めるところであった。彼については，シュトラウビング郡長のニーダーバイエルン県知事宛て
1897年5月18日付け報告書があるが彼こそ先の調査書で「家番号1番」「大きい方の醸造所」とし
て出てくる，村最大の土地所有者であった36。報告書によれば，彼は59年7月4日，ニーダーバイエ
ルン県ディンゴルフィング郡ホルドルフ村で，居酒屋の子として生まれたが，のち，父がライブル
フィング村で醸造業を営むに従い，同村に移り住むこととなった。トラウンシュタインとランツフー
トの実科学校に学び，76年9月には一年志願兵役の資格を得79年10月，実際に一年志願兵となっ
ている。81年1月，同郡メングコーフェン村の特定郵便局長の娘と結婚。妻は，有能かつ側ll頁で，平
和で幸せな結婚生活を送っている。子供は15歳の長女から3歳の次男まで全部で6名。上の二人の娘
は，民衆学校に2～3年通った後，ミュンヘンの修道院付属女学校に行き，長女は昨年秋に帰宅母
親を助けている。下の二人はシュトラウビングに近いアイテルホーフェンの修道女学校に通い，長男
はライブルフィングの民衆学校に通っているが，この秋にはギムナジウムに進むという。
　「ビール醸造業者・農場所有者」エスリンガーは，家番号L4，37番の3軒を所有し，さらにハ
イリング村の家番号22番，メングコーフェン村の家番号120寺番および120÷番をもっている。これ
らはあわせて8＆427ヘクタールにのぼり，このほかエッシェルバッハ租税ゲマインデにも0．395ヘク
タールを所有している。火災保険は，ライブルフィングの3軒に8万2870マルク，ハイリングの1
軒に5350マルク，メングコーフェンの2軒に5470マルクかけている。抵当はバイエルン組合銀行の
貸付に13万マルク，保証金1万3000マルク，同銀行の信用保証金1万9800マルクとなっている。土
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地・家屋税は，ライブルフイング家番号1番に24412マルク，他の5軒に合わせて33．95マルク，計
278．07マルク。ボーデンツィンスは，ライブルフィング家番号1番に335．88マルク，他の5軒に合わ
せて30．83マルク，計366．71マルクであり，ヴィーラントの場合ほどではないが，ともかく土地・家
屋税を上回っている。
　エスリンガーは，農民よりかなりお高くとまっており，シュトラウビングに少なくとも週1回は行
き，そこで上層の人たちと付き合って，農民同盟運動以前は農民とほとんど付き合わなかったが，今
では農民同盟の熱心な推進者で，あらゆる機会をとらえて，特に顧客たちにその宣伝をしている。そ
の卓越した知識合理的な農業経営，落ち着いた物腰物分りのよさや好意を示す振る舞いによって，
相当な影響力を有するが，どちらかといえばそれは村外でのことで，村内でははるかに多くの人々が
村の司祭ヴィンベック（Winbeck）に無条件に従っている。郡長は最後に，放牧や灌概をめぐるエ
スリンガーと村との紛争をめぐって，自分が最近集会を開いて，努力の末，彼の意に沿う形で和解を
達成したことで，現在エスリンガーの特別の愛顧を得ている旨を報告している。
　（2）イーザル＝イン丘陵地帯　ドナウ＝イーザル丘陵地帯とイーザル＝イン丘陵地帯とは，地質
学的には延長関係にあるとされる。ここでは，ロット川の流域（ロッタール地方）も属する後者を中
心に取り上げることとしたい37。ここは，第三紀後期と洪積世の堆積物が支配的で，土壌は粘土質の
砂と砂質の粘土や褐色土とが交替している。かなりの広がりをもったレスでおおわれていることもま
れではない。谷あいはしばしば自然の採草地を形成している。高みは，一般に森でおおわれている。
土壌の養分は，一般に中程度であるが，多様性に富み，一概に格付けしがたい。この丘陵地帯の西部
では散居農家（Einzelhof）がかなり支配的で，小村（Weiler）や明確な村落（Dorf）は後景に退い
ている。相当な規模の集落や市場町は，谷あいや川の沿岸に位置している。こうした傾向は，東にい
くに従って小村や村落がそれほどまれではなくなるという点で弱まりが見られるが，この丘陵地帯全
体として，多かれ少なかれ分散的な農地の配置状況を指摘しうる。散居農家が多いとはいえ，耕地の
細分化が非常に悪い働きをしており，耕地整理は進んでいない。この地帯では，中農経営が基礎を形
成しているが，東に向かって大中の経営の犠牲の上に小経営と零細経営の増加が顕著であり，耕地の
活用度も中程度で，「農民家族経営構造」を明確に示している。全般に奉公人の利用が支配的である。
改良三圃農法が支配的で，また，牧草地（採草地・放牧地）・耕地・林地の比率が非常にバランスが
とれていて，一年間の労働はきわめて均斉に配分されている。西部ではなお耕地が牧草地に優越して
いるが，東部では完全に逆転し，ここでは多数の家畜の飼養に必要な，牧草地とそれを補う耕地での
クローバなどの飼料作物栽培が経営の姿を規定している。ジャガイモや飼料用ビートの栽培がそれほ
ど多くないのは，春と秋の労働需要が大きく農民家族経営には不適当なこと，また，家畜飼養に麦藁
が必要なことによるものであろう。穀物では小麦が多く，カラス麦がそれに次ぎ，大麦，ライ麦はそ
の後塵を拝している。家畜の飼養は西から東に向かうに従って増加するが，それが牧草地の比率の増
加，降水率の増加による草の育ちのよさだけによるのか，それとも，比較的高い家畜所有を示す小経
営が比較的に多いことによるのかは，明らかでない。牛は牛乳の生産が飼育（Zucht）と並んで重要
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で，東に向かうに従って育種（Hochzucht）が増大する。豚は，ジャガイモのほとんど唯一の用途と
して大規模に飼われている。市場向け穀物生産は，東部では西部に比べて，飼料栽培・家畜飼養の後
景に退いているZZ。
　この丘陵地帯の散居農家については，次のような指摘がなされている。農家は，たいてい果樹園と
放牧場の中にあり，そのあちこちにすらりとしたポプラかごつごつした棚が何本か避雷樹としてそび
え立っている。まわりには，耕地が広がり，それに接してその農家所有の林が広がっている。平均お
よそ50～70タークヴェルクの大きさの農場を数多くの奉公人と依然として数多い子供たちと共に経
営している。ロット川下流域では，300タークヴェルクに達する農家もある。ここでは，さらに，高
度に発展した牛や馬の飼育が見られ，その大半は自分の放牧地や採草地で営まれている。しばしばこ
うした家族は何百年来ここに住んでおり，「農民貴族（Bauernadel）」と呼ばれるのにふさわしい39。
　小農経営と零細経営との境界線上の農家ながら，ニーダーバイエルン農民同盟の重要な活動家の一
人となった上述のライトナーは，このイーザル＝イン丘陵地帯の北部が活動の地盤であった。他方
この地帯の南部に位置するロッタール地方を拠点としていたのが，プファルキルヒェン出身のジン
ツィンガーであった。
　ジンツィンガーは，1858年プファルキルヒェンに生まれた同地の商人で，前述のように93年のバ
イエルン邦議会選挙でプファルキルヒェン選挙区から当選1903年まで邦議会議員を務めている。
1894年7月8日，パッサウ郡フユルステンツェル村で約700名を集めて開かれた集会では，ヴィーラ
ント，ゲッヒらニーダーバイエルン農民同盟指導部と，そのラディカルで中央集権主義的な態度を批
判し，議員への命令的委任に反対するラッィンガー，ジーグルらが激突し，オーバーバイエルンから
出席したアイゼンベルガーは前者を支持した。活発な拍手や野次の応酬からはほぼ両者伯中の様相を
呈した。ジンッィンガー，そして『プファルキルヒェン同盟新聞（Bundeszeitung　Pfarrkirchen）』
編集者ツァイトラー（Mathias　Zeitler）から成るロッタール派は，後者支持の立場で，ジンツィンガー
は前日ラツィンガーに全面支持を約束していたが，当日は命令的委任条項への反対もラツィンガー擁
護もすることはなく，前者は当面事態を切り抜けることに成功した。そして，続く同年12月29日，
シュトラウビングでのニーダーバイエルン農民同盟の総会では，ボーデンツィンスの即時廃止，官
吏・聖職者の民衆による選出という急進派の主張が通ることになる。なお，ジンッィンガーらが命令
的委任条項の撤廃を擁護したのは，それによって急進派の弱体化を期待したからあった40。
　先の『24ゲマインデの調査』では，ロッタール地方から，プファルキルヒェン郡のシャルドルフ
村（集落数57，人口544名41）が取り上げられている。この村は，イーザル＝イン丘陵地帯の南部や
や東寄りにあり，ロット川沿岸の沖積地の端に位置する。ここでは三圃農法が支配的で，休閑地は一
部クローバ，ジャガイモ，キャベツ，飼料ビートが作付けされ自家用とされている。耕地の整理統
合はすでに以前から行われている。蒸気脱穀機は，比較的小さな農家でも使われているが，人力によ
る脱穀機もある。人力による飼料裁断機が若干，畜力によるのが三つある。播種機や馬を用いる干草
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用の熊手は見当たらない。厩肥は，冬に採草地に撒かれ，春には一部が大麦畑やジャガイモ用に用い
られ，残りは秋蒔きの畑のためにとっておかれる。敷き藁には，麦藁のほか，自分の林からの落ち葉
が用いられる42。
　村の総面積は1357ヘクタール。農地1091ヘクタール。その内，耕地・園地535ヘクタールに対し
て，牧草地が556ヘクタール（採草地543ヘクタール，放牧地13ヘクタール）で，農地の半分あまり
を占めていた。．1893年の土地利用状況は，穀物は，冬小麦84ヘクタール，冬ライ麦96ヘクタール，
カラス麦146ヘクタールが主で，ほかに大麦16ヘクタール（プファルキルヒェンの醸造所に販売して
そこからビールを購入したり，特に比較的小さい方の農家では，豚の餌にしたりしている），夏ライ
麦3ヘクタールなどがあり，その他，休閑地91ヘクタール，クローバ41ヘクタール，ジャガイモ17
ヘクタール等々となっている。他に，すべて私有林から成る林地が220ヘクタール，宅地18ヘクター
ルなどがあった。
　農家80戸は，ふつう穀物を販売しているが，ライ麦はほとんど販売されず，主にカラス麦と小麦
で，ライ麦，またカラス麦，小麦も低価格のためむしろ家畜の飼料とされている。22戸は，小麦ラ
イ麦または粉を，若干の小農家ではパンそのものを購入している。家畜は，全村で馬120頭，牛862頭
羊46匹，豚332匹，山羊7匹で，馬は若いのを購入し，何年かしてから売却するが，牡牛や牝牛も同
様である。肥育は若干の厩舎でしかなされていない。豚は広く飼われているが，各戸の自家消費に当
てられている。放牧地はほとんどなく，大きい方の土地所有者の所有で，彼らは春と秋しかそれを利
用していない。舎飼いが1年を通してふつうである。居酒屋は一軒だけで，年間のビール消費量も約
1万2000リットルだけである。
　負担は，1892年について，国税が2658マルク，村税はその81％（91年は20％で，増大は校舎の建設
による。93，94年も20％に復帰），ディストリクト税は20～30％の問を揺れ動いている。ボーデンツィ
ンスは，戸別リストに記載とあるが，本書には再録されていないので不明。
　奉公人の賃金は，第一下男が週3マルク，第二下男が150から2マルク。脱穀機械の導入で冬期の
仕事がわずかになって以来，下男の冬期解雇はまれでなくなっている。第一下女は年100マルク，第
二下女は60マルク。この他，男女とも，靴やシャッないし布などの支給がある。日雇いの賃金は，冬
が食事つきで1日0．80マルク，夏が1マルクか1．20マルクないしそれ以上。休日はカトリックの休日
67日，休日としては廃止されたが労働しない日が29日で，労働日は269日となる。シュトラウビング
郡ライブルフィング村は287日だったから，それよりかなり少ないこととなる43。
　土地の価格は，平均，1ヘクタールあたり，耕地800マルク，採草地1000マルク，林地600～800
マルク。土地価格が低いのは，農業収益が少ないことによる。以前は大きな農家が小さな農家に分割
されたが，近年は所有規模が売買によってそれほど変ることはない。不動産債務は，145万3336マル
クの評価額に対して34万5724マルク（23．79％）で，銀行・貯蓄金庫関係6万3748．15マルク，私人の
抵当9万0291．80マルク，相続関連（Eltern＝und　ErbgUter）10万6665．88マルク等々から成っている。
それ以外に，居住権や隠居分（その大半は現物）がこれに加わる。短期債務は，11万8591マルク。
負債の原因は，農家・土地の購入，子供や兄弟姉妹が結婚等で実家の外に出る際の支払い，家・厩舎
222
の建築家畜や器具の購入などで，小農家は中農家より，中農家は大農家より，比較的に重い債務を
負っている。全般的な印象として，この村の経済状態は，その負債状況から見て，決して悪いもので
はなく，我々の地方で比較的よく，より穏やかなゲマインデの一つと考え得る。
　以上が，プファルキルヒェン郡シャルドルフ村に関する調査報告だが，この「比較的よく，より穏
やかな」経済状態という指摘は，プファルキルヒェンを中心とするロッタール地方が農民同盟穏健派
の拠点を形成した背景の一端を示しているのかもしれない。
　なお，調査報告でもう一つ取り上げられているレーゲン郡ツェル村は，ゲッヒが居を構えるボーゲ
ン郡シュヴァルツァッハ村と同じくドナウ左岸に位置するが，後者がシュトラウビングに程近いのに
対して，バイエルン有数の森林地帯「バイエルン森」に属する，地味がよくない山村である（ちなみ
に，1893年の邦議会選挙でラッインガーは，前述のように，この「バイエルン森」地方のレーゲン
選挙区で圧倒的支持を得て当選している）。ここでは詳しい紹介は省略し，基礎的データのみ記すと，
ツェル村（集落数11，人口776名44）の総面積1852ヘクタール，内，農地1215ヘクタール（耕地・園
地563ヘクタール〔ただし，耕地の内，休閑地約40ヘクタール，放牧地として利用されているもの約
20ヘクタール〕，採草地472ヘクタール，放牧地180ヘクタール），林地636ヘクタール（私有林512ヘ
クタール，国有林79ヘクタールほか）。敷き藁は，麦藁と並んで，落ち葉が50～55％を占めている。
農家の区分は，一応の目安として，約17ヘクタール以上が大経営，6．60～17ヘクタールが中経営，　6．60
ヘクタール未満が小経営。穀物を販売しているのは11戸に過ぎず，13戸は自家消費用にパン穀物か
粉を購入している。負担は，国税が1892年，1774マルク，村税1740マルク（国税の98％），ディスト
リクト税658マルク，計4172マルク，ボーデンツィンスは，1894年，1468．52マルク（国庫1224．27マ
ルク，償却金庫235，87マルクほか）。負債は，不動産27万6347マルク（大経営8万1497マルク，中経
営8万0558マルク，小経営11万4292マルク），短期16万0637マルク（大経営7万2800マルク，中経営
5万0325マルク，小経営3万7512マルク）45。経営規模区分の目安自体がこの村の貧しさを示してい
るように思われる。
】〉　オーバーバイエルン農民同盟形成の社会経済的背景と指導者たち
　さて，本稿の最初に登場したオーバーバイエルン農民同盟の母体となったのは，高地森林農民同盟
であり，この後者がその中心的課題としたのは，旧来の森林用益権の維持と森林法・狩猟法の改正で
あった。農業不況の中で，ニーダーバイエルンを中心とする穀物生産地域では，穀物価格の低下一
とボーデンッィンスーに対する闘いが農民同盟の主要な課題となったが，アルプス地方のオーバー
バイエルン高地森林農民にとっては，国有林における森林用益権の問題が最大の問題として浮かび上
がったのである46。
　バイエルン王国（総面積758万6465ヘクタール）の一生産能力を有する一森林の総面積は，
245万9361ヘクタール。オーバーバイエルン県（総面積167万2485ヘクタール）は，森林総面積50万
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1260ヘクタールで，バイエルン7県の中で最大の森林面積を誇るが，その内，国有林は19万3118ヘ
クタールで三分の一以上を占めている（私有林は28万7255ヘクタール，他に村有林など団体所有林
2万0887ヘクタール）。以下，オーバープファルツ県（96万6455）森林35万3899（国有林11万7351，
私有林21万9353，団体所有林1万7195），ニーダーバイエルン県（107万4461）森林34万5776（6万
5588，27万3567，6621），ウンターフランケン県（84万0152）森林31万1562（9万9933，7万6696，
13万4933），ミッテルフランケン県（75万8329）森林25万0101（8万2791，12万6221，4万1089），オー
バーフランケン県（69万9886）森林24万0759（9万5081，12万8735，1万6943），プファルツ県（59
万2796）森林23万0190（11万4477，2万8620，8万7093），シュヴァーベン県（98万2457）森林22
万5814（6万9678，7万6696，13万4933）と続いている。ニーダーバイエルン県は，国有林の占め
る割合が五分の一を割っており，オーバーバイエルン県とは鋭い対照をなしている。非国有林の中で
私有林の比率が高いのは，ニーダーバイエルン，オーバーバイエルン，オーバープファルツの古バイ
エルン諸県で，この地域で19世紀初めに行われた村有地分割に因るところが大きい。県の総面積中で
の森林の割合では，シュヴァーベン県が23％と最も少ないが，これはアルゴイ地方で放牧地の比率
が大きいからであり，他方，オーバーバイエルン県では，同様に放牧に利用される土地が相当あるの
に森林の割合が30％となっているのは，アルプス地方の森林＝放牧地の多くがなお「森林」と規定
されているからである。そして，森林用益権を課されている森林は，1861年当時バイエルン全体で，
国有林の77％，私有林の9％，村有林など団体所有林の30％であった47。
　高地森林農民同盟発祥の地となったオーバーバイエルン県トラウンシュタイン郡の南部分は，アル
プス山地そのもので，1000メートルを越える頂をもつ数多くの山があり，その面積は郡のおよそ三
分の一を占めている。その北に接して800メートルほどの高さの丘陵がいくつかあり，モラッセ砂岩
から成る狭いアルプス前地帯を形成している。その北，郡の面積の約半分は，ゆるい傾斜の丘陵と深
く刻まれた狭い谷とをともなう，氷堆石におおわれた平野部で，アルプス前地帯の最北部を形成す
る。電害は，郡北東部は別として，ほとんど毎年起こり，穀物が全滅することもまれではない。5月
半ばにしばしば降りる晩霜も，郡全体の農業にとって有害で，山地の谷あいの晩雪は，数少ない穀
物・ジャガイモ畑に大きな害を与える。南部の山地部では，林業と並んで，牧草地農業（Grunland－
wirtschaft）が卓越し，耕作は副次的に営まれるのみなのに対して，北部の平野部では，一般に，牧
草地が耕地の後景に退いている48。オーバーバイエルン農民同盟の中心的な指導者アイゼンベルガー
の住むルーポルディング村は，この山地部に位置し，まさに国有林の森林用益権をめぐる紛争から結
成された高地森林農民同盟こそ，その活動の出発点をなしていたのである。
　トラウンシュタイン郡では，村落は靴屋・仕立屋・小売商などの営業生活とゲマインデ行政の中心
という性格を強く帯びており，農家は，自分の農場の真ん中に居を構える散居農家が支配的である。
これは開墾のあり方にも因っているが，一子相続の慣習にも因るところが大きい。農民は，たいてい，
60～65歳で長男に農家を委譲する。農家を相続した者は，兄弟姉妹が家を出る際の支払いと，両親
に隠居分を渡す以外の義務はなく，前者はほとんど常にごくわずかであり，それも即時支払うのでは
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なく，抵当設定にとどまる。
　ここには，農場職員を抱えている大土地所有者は存在せず，零細経営もそれほど多くない。主に大
中小の農民経営で，経営数では特に中経営が優越し，大農経営がこれに次いでいる（所有面積では，
大農経営の方が優越）。小経営（3～8ヘクタール）とは，大体において子供たちとともに自分だけ
で経営を営み，せいぜい収穫期にのみ1～2名の奉公人を使う。中農（8～25ヘクタール）は，子
供たちとともに自分も一緒に働くが，一年を通して奉公人を抱えている。大農（25～100ヘクタール）
は，もはや自分は働かず，大体において経営の指導に専念する。以上は，国有地を除いての話であり，
この郡の土地全体の四分の三以上は国有地に属している。なお，小作地は少なく，たいていは司祭か
学校の土地である。
　農民は，谷あいの牧草地は刈り草用として用い，放牧地としては山地の森の空き地を用いる。国家
が森林への所有権を主張した時，個々人の場合は，たいてい個人の所有権を主張し，それをかちとる
ことができたが，何人かが共同で利用している場合は，単独責任を恐れて所有権を忌避したため，一
般に国家に所有権が帰した。若干の場合は，なお係争中である。こうして，トラウンシュタイン郡の
高原牧場（Alp）（総数135箇所）の総面積4900ヘクタールの半分近く（35箇所，2260ヘクタール）が
国家に属し，それは一般に，多くの放牧権者が共同利用する大きな高原牧場であった（私有林は90箇
所，2320ヘクタール，係争中10箇所320ヘクタール）。
　国有牧場では，それがUrbarsalpenかMaisalpenかをめぐって国家と放牧権者間で厳しい紛争が
あった。前者では，飛種から生えた植物が牝牛くらいの高さになるまでは放牧権者が取り除いてよい
が，後者では，それが許されなかったので，放牧できる空き地は縮小する一方であった。Maisalpen
として放牧権者から認められたものはまだ一つもなく，Urbarsalpenとして国家から認められたのは
三分の一にも達していない。紛争のもう一つの種は，国家が林業経営の観点からこうした森林放牧権
をできるだけ制限しようとすることである。放牧できる牛の頭数が一応定められているとはいえ，そ
れが絶対的なものではなく，しばしば，冬を厩舎で越させることのできる数にもよることが，紛争の
原因となっている。
　国有林における森林用益権（Forstrechte）としては，他に，建物の維持・新築や屋根のへぎ板
車から鍬の柄までの農具，家畜の垣根等々のために必要な材木，薪また敷き葉用の落ち葉を採取す
る権利があり，これは，国有林の経営にとってはきわめてわずらわしいもの，いわば「目の上のたん
こぶ」であった。そのため，当局側は支払い一場合によっては建物の非木造化一によって全面
的ないし部分的に権利の償却に努めてきた。しかし山村農民にとっては，その多大な材木需要をみた
す可能性を与えてくれるものであり，また，材木は農民が自分で採取することになっており，薪も幹
全体を伐り出すことができ，それを用材として売却することもありえたから，償却には容易には応じ
難かった。こうして，森林用益権をめぐる攻防は，さまざまな問題をめぐって繰り広げられることと
ならざるをえなかったのである49。
さて，高地森林農民同盟そしてオーバーバイエルン農民同盟の中心的な指導者の一人となるアイ
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ゼンベルガー（前出，第1章）がこの運動に入ったのも，森林用益権をめぐる国家当局との抗争が直
接の契機であった。彼は1863年3月28日，ルーポルディング村のフッッェナウに生まれ，69年から
76年にかけて民衆学校に，76－79年はルーポルディングの日曜祝日学校に通った。1年間村の司祭か
らラテン語の手ほどきを受けたが，シャイエルンの説教師養成所（Priesterseminar）への進学には
失敗する。92年，採草地36タークヴェルク，林地5タークヴェルクの農家を相続　これは先の分類
では，農地およそ12ヘクタールの中農ということになる。森林放牧権を含む森林用益権の所有者でも
あった。93年以来，ゲマインデ委員会の一員となる。97年5月5日付けのトラウンシュタイン郡庁
の報告書によると，彼の通称はフッッェナウアーバウアー，就学年齢前の子供たちの父親で，自ら美
しい農家を勤勉かつ巧みに，弟の助けを得ながら経営している。有能できちんとしている農民として
通っており，居酒屋によくいくのも最近のことで，総じて村人の尊敬を得ている。犯罪歴はない。本
を非常によく読み，フランス革命史など歴史書も入手しており，新聞は16紙もとっていて，夜中ま
で，そして仕事中すら読んでいるという50。
　このアイゼンベルガーと一緒にオーバーバイエルン農民同盟の結成に中心的な役割を演じた，トラ
ウンシュタイン市の粉商人イェールについては，上記郡庁報告書には次のようにある。1860年7月16
日，ミュンヘンの製粉所LudwigswalzmUhleの支配人の子として生まれた。民衆学校のほか，シャ
イエルンとフライジングの大司教学院（Institut）で何年間か生徒として過ごした後，商人教育を終え
ている。20代には，詐欺着服，盗み，乞食，浮浪，証明書の偽造，安眠妨害，誹諺などで，繰り返
し処罰されているが，兵役は果たしている。結婚しており，子供は5名。業務は，少なくとも最近は
うまくいっていず，政治宣伝に従事している結果業務がおろそかになり，むしろ落ち込んでいる。き
わめて知的だが，半端な教養の持ち主で，不満かつ危険であり，市の上流層との付き合いはない。以
前は中央党に近かったというが，農民同盟運動の開始時ただちにその熱心なアジテーターとなった。
鋭い観察力ときわめてよい理解力をもち，集会の参会者の求めるところに対応する大きな柔軟性を備
え，鋭い冗談やドラスティックな表現で鳴らしている。農民同盟の急進派で，社会民主党に近い51。
彼は，トラウンシュタインの一市民から状態改善のための農民同盟の手段はいったい何なのかと問わ
れて，「上から始める，頭を切り落とす」と答えたと言われる52。
　高地森林農民同盟そしてオーバーバイエルン農民同盟のもう一人の指導者クライトナーは，
1851年4月29日，シュヴァーベン県アウクスブルク郡テーファーティンゲンの小さな製粉所に生ま
れた。78年，バンベルクの，翌年，陸軍幼年学校の教員（Studienlehrer）となり，85年，公務を希
望退職（後備軍退役中尉）。これは，ミュンヘンの銃器工場主の娘と結婚したことが契機となったと
考えられる。すなわち，彼はその前年の84年，妻の両親シュティーゲレ（Stiegele）夫妻から13万
5000マルクでミュンヘンの家を購入し，その共同所有者となっており，さらに95年にはシュティー
ゲレからもう1軒を9万3000マルクで購入，以来財産家として通っている（ただし，家屋には負債
がかかっている）。85年12月，ハーバースブルンナー（Martin　Habersbrunner　1819－86）邦議会議
員〔ニーダーバイエルン県フィルスホーフェン郡ランゲナミング村の農業者〕の辞職に伴うニーダー
バイエルン県デッゲンドルフ選挙区の補欠選挙で愛国者党から立候補して当選86年1月から翌87
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年まで議員を務めたが，改選時に落選。88年から96年まで，ミュンヘン市議会（Gemeindecollegium）
の一員となっている。89年初頭から中央党，特にダラーおよびその率いるトゥンテンハウゼン農民協
会と不和を来たし，同年8月オーバーバイエルン県トラウンシュタイン選挙区からリットラー（前出）
の後継として立候補したが，再び落選した。そして92年から93年にかけて，高地森林農民同盟結成
の動きのイニシアティヴをとることとなる53。
　高地森林農民同盟結成の動きの起点となったのは，クライトナーが92年夏，休暇を過ごしていた
ルーポルディングで，その周辺キームガウ地方の多くの農民たちと農業の状態について議論を交わし
たことであった。クライトナーは，農民たちに団結して，バイエルン高地さらには全バイエルンの農
民を結集する同盟を結成するよう促し，自分もそれに協力する用意があることを表明した。この年の
おおみそか，数名の農民が会合をもち，その一人ルーポルディングの農民マティーアス・フーバー（前
出，第1章）に，農民たちを結集する集会に向けて近隣の山村で働きかけるよう委任した。また，森
林・狩猟法に関する山村農民の苦情をリ『ストアップした「回章」が作成され，「オーバーバイエルン
山村農民協会」への参加を求めてキームガウ地方一帯に配布された。こうして，93年5月28日，ト
ラウンシュタインで400名余の農民を集めて「高地森林農民同盟」結成大会開催の運びとなったので
あった。
　その目的とするところは，農業の，とくに林業や狩猟との関係における，権利と利益の擁護・促
進農民的森林所有の維持・発展原初の，文書で確認された権利・特権に基づく森林・放牧権の維
持・確保と野獣の害からの効果的保護の達成であった。これらの目的は，ニーダーバイエルン農民同
盟の場合のように議会での活動によってではなく，行政当局邦議会，県議会（Landrat），ディス
トリクト議会への異議申し立てや陳情によって，また，上記諸議会に立法に参加すべく招かれた民衆
の代表への情報提供によって，達成さるべきものとされた。しかし，ニーダーバイエルン農民同盟の
邦議会・帝国議会選挙での成功に刺戟されて，オーバーバイエルンでも議会に農民の代表を送ろうと
いう声が高まり，同年12月26日，高地森林農民同盟の総会に続いて，本稿冒頭に紹介したオーバー
バイエルン農民同盟結成大会が開催されたのであった。これら二つの同盟は，きわめて緊密な関係に
あり，クライトナー，アイゼンベルガーが双方において指導的存在であった。94年夏，農民同盟運動
の中で，「命令的委任」をめぐってヴィーラント，ゲッヒらニーダーバイエルン農民同盟指導部とラ
ツィンガー，ジーグルらが鋭く対立した時オーバーバイエルン農民同盟は，前者を支持し，「命令
的委任」の条項を認めなければオーバーバイエルン農民同盟に加わる用意があるというラッィンガー
の申し出を退けているM。
　この間，農民同盟運動は，全バイエルン規模で展開を遂げていた。最後に，第一次世界大戦前のバ
イエルン農民同盟運動のその後を，ニーダーバイエルンとオーバーバイエルンの動きを中心に概観し
ておこう。
　そもそも，ニーダーバイエルン農民同盟結成の契機となったのは，前述のように，1893年2月18
日に結成された農業者同盟による組織拡大に向けた働きかけであった。そして，プロテスタントの農
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民が多く保守的（ないし国民自由主義的）傾向の強かったバイエルン北部のフランケン地方では，
ニーダーバイエルンやオーバーバイエルンとは異なり，農業者同盟との連携のもとに農民同盟の形成
が進んだ。バイエルン西南部のシュヴァーベン県では，カトリックと並んでプロテスタントも人口の
2割近くを占めていたが，ここでも，農業者同盟と緊密に連携するシュヴァーベン農民同盟が93年5
月に形成された。しかし，翌94年9月，オーバーバイエルン農民同盟に連なる農民同盟ミンデルハイ
ム支部が結成され，その翌月にはこれを基礎にもう一つのシュヴァーベン農民同盟が結成されてい
る。シュヴァーベン県におけるこうした二つの農民同盟の並存状態は99年頃まで続くことになる55。
　こうした農民同盟運動の展開に対して，その一方では，中央党と連携するバイエルン農民協会の形
成が各地で進んだ。その先陣を切ったのはニーダーバイエルン県で，93年5月にニーダーバイエル
ン・キリスト教農民協会が結成され，その議長に中央党邦議会議員エヒンガー（前出第1章），会
計にゼルドナー（前出，同）が選出されている（後者は，同年7月の邦議会選挙で当選）。同年8月
にはウンターフランケン，94年2月オーバーフランケン，95年2月シュヴァーベン，同年3月オーバー
プファルツ，4月ミッテルフランケンと各県が続き，オーバーバイエルン・キリスト教農民協会の結
成は97年11月のこととなる。バイエルン東北部のカトリック県オーバープファルッで農民同盟運動
の浸透が大きく阻まれたのには，この地の農民の保守的で聖職者を重んじる性格と並んで，ゲオルク
・ハイム（Georg　Heim　l865－1938）の指導下に躍進を遂げたオーバープファルッ・キリスト教農民
協会の存在が大きかった56。
　こうした中で，農業者同盟の一員でもあるテユンゲン＝ロスバッハ男爵（前出，第1章）とジャー
ナリストのアントーン・メミンガー（Anton　Memminger　1846－1923）〔1885年にヴュルツブルクで
「新バイエルン地方新聞（1惚麗Bayerische　Landes2eitung）』を発刊〕を中心としたウンターフラン
ケン農民同盟は，94年夏以降，これら農民運動全体の統一をめざす動きを活発に進めた。その際統
一の旗印とされたのは，プロイセンの保守党所属の大農業者フォン・カーニッッ＝ポダンゲン伯爵
（Hans　Graf　v．　Kanitz－Podangen　1841－1913）のいわゆるカーニッツ提案，すなわち，国内消費向け
外国穀物の国家専売制の要求であった57。この年の秋には，テユンゲン，メミンガーとニーダーバイ
エルン農民同盟のゲッヒとの間で協議がもたれ，農民同盟の統一の方向が打ち出された。そして同年
12月29日に開かれたニーダーバイエルン農民同盟の大会は，ヴィーラントがカーニッッ提案は全穀
物生産者にとって大きな利益をもたらすと強調したのを受けて，カーニッッ提案の基盤に立って全農
民同盟を統一することを擁護した。しかし，この大会に出席していたオーバーバイエルン農民同盟の
クライトナーは，カーニッツ提案は東エルベの大農業者を利するのみで，南ドイッの農民に利益をも
たらすものではないとし，さらにこう述べたのであった。オーバーバイエルンは，「農民と営業者の
同盟ないし端的に，農民市民同盟を知るのみである。我々は，真のバイエルン中間層・民衆党を望
む。」そしてそれには，自由を尊ぶ，民衆的で，真にバイエルン的な政策綱領が必要なのである，と。
そして彼は，北ドイツのユンカーtとりわけ「ビスマルク崇拝者」テユンゲンとの協力を拒否したの
であった。他方，キリスト教農民協会運動の間では，ニーダーバイエルン農民協会の指導者で中央党
邦議会議員のエヒンガー，ゼルドナーがバイエルンの全農業者の一大バイエルン民衆党への統一を擁
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護したが94年9月のトゥンテンハウゼン農民協会大会でバイエルン中央党指導者ダラーは，農民同
盟を厳しく批判して，それとの合同を拒否し，その線が中央党内で貫徹することとなった。
　こうして，翌95年3月2日，レーゲンスブルクで開かれたバイエルン農民同盟結成大会には，キ
リスト教農民協会は参加せず，また，大会参加の条件とされたカーニッツ提案支持に反対の立場にも
かかわらず出席しようとしたオーバーバイエルン農民同盟のクライトナー，アイゼンベルガー，
イェールは，大会の場から閉め出される結果となった。バイエルン農民同盟の議長にはフォン・テユ
ンゲン，副議長にはヴィーラントが選出された。同盟の綱領の冒頭には，帝国立法についてカーニッ
ッ提案に沿った「穀物輸入の国家化」が掲げられ，バイエルンでの立法に関しては，累進所得税の導
入と並んでボーデンツィンスの廃止が要求された。
　オーバーバイエルンでは，バイエルン農民同盟の結成に先立って，2月10日の高地森林農民同盟
の大会で，バイエルン森林農民同盟へと改組することが決定され，さらにオーバーバイエルン農民同
盟をバイエルン農民市民同盟へと改組することが目指されたが，それは結局バイエルン農民同盟の
結成よりやや遅れて，3月末に行われたss。その規約によればその目的は，重大な危険にさらされ
ている中間層の維持のために，上からも下からも独立した，バイエルン王国全体を包括する民衆政党
の核を形成することであり，経済要求面ではカーニッツ提案反対以外はバイエルン農民同盟とほぼ重
なり合っていたが，政治的目標を重視する点が際立っていた。すなわち，バイエルン農民市民同盟は，
大プロイセン主義的中央集権化の動きに対してバイエルンの自立性を擁護すること，バイエルン憲法
を民衆的で自由を尊重する精神において拡充すること，バイエルン邦議会への普通・平等・直接・秘
密選挙権の導入59，軍事負担の軽減を目標として掲げたのであった。
　その後両同盟間では，統一への模索が続けられたが，オーバーバイエルン側の民衆学校の国家
化上院の廃止の要求に対するシュヴァーベン，フランケン側の反発ミュンヘンの市民・「大資本
家」クライトナーへのニーダーバイエルン急進派ヴィーラントの反感ヴィーラントの急進的なふる
まいへのシュヴァーベン農民同盟運動穏健派ディル（Theodor　Dirr　1857－1931）の反発，「ユダヤ人
と大資本に対する共同の闘い」を求めてヘッセンを中心とする反ユンカー的な反セム主義人民党
（Antisemitische　Volkspartei）60と合体しようとするメミンガー，ツァイトラーの動きなど，この
問題は紆余曲折を重ねた。この間，96年8月には，メミンガーとッァイトラーはジンツィンガーら
ニーダーバイエルン穏健派の拠点ロッタールをまわり，数多くの集会で中間層的反ユダヤ主義また穏
健民主主義の視点を広めている。他方，ヴィーラントは，97年5月，アイゼンベルガーに書簡を送り
編集者や博士抜きで二人だけで合同を話し合うことを訴えて，話し合いを実現させ，同年9月，よう
やくバイエルン農民同盟とバイエルン農民市民同盟との合同にこぎつけることができた。ここに成立
したバイエルン農民同盟の議長にはヴィーラントが，そして副議長にはアイゼンベルガーが選出され
ている。しかし，農民同盟運動内部の諸潮流問の抗争は続き，99年には，「オーバーバイエルン農民
市民同盟」の再建（アイゼンベルガーは「市民」の名を同盟の名称からはずしたことで営業者を侮辱
してしまったとしている），フランケン全土を包括する「フランケンのバイエルン農民同盟」の結成
がなされ，シュヴァーベンでは，穏健派の路線とシュヴァーベン農民同盟の自立性が確認された。そ
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してニーダーバイエルンでも，98年6月の帝国議会選挙でシュトラウビング選挙区から当選した穏健
派のエスリンガー（有効投票1万5660票中1万0112票を獲得）がジンツィンガーやメミンガーの支
援のもとにヴィーラントとの対決に乗り出し，激しい応酬が繰り広げられた。99年2月，エスリン
ガーは，いったんはバイエルン農民同盟のニーダーバイエルン連盟代表者となることができたが，同
年4月17日，彼が穏健派の基盤の上にニーダーバイエルン農民同盟を形成しようとしてシュトラウビ
ングに招集した集会では，ゲッヒとともに多数の支持者を引き連れて乗り込んだヴィーラントの熱弁
によって，ボーデンツィンスの即時廃止，上院の廃止というその主張が支持され，エスリンガーの敗
北に終った。そして彼は，同年5月帝国議会議員を辞することとなるのである。
　バイエルン内部のこうした動きを注視していた農業者同盟は，1900年，これまでオーバーフラン
ケンとミッテルフランケンを中心としていたその勢力範囲を全バイエルンに広げるべく，バイエルン
連盟を組織し，ミュンヘンのキリスト教社会主義紙『ドイッ民報（De　tt　tsches　VolkSblatt）』のきわめ
て反セム主義的な発行者ルートヴィヒ・ヴェンク（Ludwig　Wenng）をその中心に据えた61。そして
この年の夏には，ニーダーバイエルンのロッタール地方選出議員ジンツィンガー，バッハマイアーら
を，「バイエルンの諸権利と自立性を厳しく維持し，農民同盟の綱領を正確に遵守する」との保証の
もとにこの連盟に獲得することに成功する。農業者同盟のバイエルンにおけるこの勢力拡大に脅威を
覚えた「フランケンのバイエルン農民同盟」のメミンガーは，中央党を利するだけとしてヴェンクに
迫ったが，ヴェンクはむしろこれに宣戦を布告する。メミンガーからこの宣戦布告を訴えられたオー
バーバイエルン農民市民同盟のアイゼンベルガーは，クライトナーの反対を抑えて，バイエルン農民
同盟の再建に向かった。そして，同年11月11日の高地森林農民同盟の代表者会議でこのことをクラ
イトナーから非難されたアイゼンベルガーは，同盟を脱退し，以後，バイエルン農民同盟の指導者と
して活動することとなる。他方，森林農民同盟は，クライトナーの「あらゆる森林問題での熱心かつ
適切な活動」に感謝し，完全な信頼を表明したのであった。1901年11月9日，ヴュルツブルクで「フ
ランケンとシュヴァーベンのバイエルン農民同盟」と「古バイエルン〔オーバーバイエルン，ニーダー
バイエルン，オーバープファルツ〕のバイエルン農民同盟」の共同の大会が開かれ，共同の綱領が採
択された。しかし，これら二つの同盟は存続し，共通の綱領で結ばれ，議会活動を共にするとはいえ，
それぞれ別の規約と代表をもつゆるやかな結合関係にとどまった（アイゼンベルガーは後者の代表に
就任）。そして，新しい世紀にはいって農業の経済状況が著しく改善されるにつれて，選挙民の農民
同盟への関心も減退し，同盟の活動は停滞し無気力状態に落ち込むことになる。その後1905年に
おけるシュヴァーベン県連盟の「アルトバイエルンのバイエルン農民同盟」への合流，1910年にお
ける「シュヴァーベンのバイエルン農民同盟」の大部分のドイッ農民同盟（1909年設立）への合流
と残った小グループの農業者同盟への合流など，紆余曲折を経た後，バイエルン農民同盟は穏健派ア
イゼンベルガーの指導下に統合の強化に成功し，1911年以降，再び上昇気運に転じる。そしてその
中で，バイエルン農民同盟急進派の指導者となるカール・ガンドルファー（Karl　Gandorfer
1875－1932）は，1913年6月のバイエルン邦議会マラースドルフ選挙区補欠選挙で当選し，バイエル
ン政界に登場することとなるのである。その拠点プファッフェンベルクは，奇しくもかつてジーグル
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が，1893年6月の帝国議会選挙で当選を果たし，創設後問もないニーダーバイエルン農民同盟の最
初の帝国議会議員の一人となった際最初の選挙演説会を開いたところであった。
　以上で見てきたように，バイエルン農民同盟の最大の基盤を形成したニーダーバイエルン，オー
バーバイエルン両県は，穀物生産を中心とする耕地が卓越するシュトラウビング・ゴイボーデン地
方，耕地と牧草地のバランスがとれ，牧草地の卓越すら見られるイーザル＝イン丘陵地帯，また，国
有林での森林放牧権を初めとする森林用益権が農民にとって重大な意味をもつアルプス山地など，多
様な地域から構成されていた。そしてそのことは，バイエルン農民同盟の紆余曲折した歴史の重要な
社会経済的背景を形成していたのであった。もとより，本稿の「はじめに」で触れたルートヴィヒ・
トーマの〈アンドレーアス・フェスト〉の舞台となったダハウ地方を初めとする，南部の森林地帯と
は異なるオーバーバイエルン県の他地域は別個の考察が必要であり，そしてとりわけ，シュヴァーベ
ン，フランケン，またオーバープファルツ地方等々に関する，社会経済的分析を踏まえたバイエルン
農民同盟研究は，今後の課題としなければならない。その内，オーバープファルツ地方については，
その一角で起こった森林の入会権をめぐるフクスミュール事件とキリスト教農民協会の発展を中心
に，近く別稿で考察する予定である。
お　わ　り　に
一もう一つの「〈アンドレーアス・フェスト〉の世界」一
　〈アンドレーアス・フェスト〉では，1890年代半ばの，年も押し詰まった12月16日に，郡庁所在
地ヌスバッハで開かれた農民同盟の集会の様子が立ち入って描かれている。ここで主演説者として登
場するキームガウ山地，ルーポルディング村の農民ファッヒェナウアーは，すでに指摘されているよ
うに，オーバーバイエルン農民同盟の指導者ゲオルク・アイゼンベルガー（通称フッツェナウアー）
をモデルとしており，ヌスバッハは，トーマが94年10月から97年3月まで弁護士を開業していたオー
バーバイエルン県ダッハウ郡の市場町ダッハウをさす。ファッヒェナウアーは，演説の中で，バイエ
ルン農民市民同盟の規約に言及しており，この同盟は前述のように95年3月に結成されているので，
集会の時期は95年12月に設定されているのかもしれない。その点を無視すれば，1848年革命の46年
後という記述もあるので，94年12月という想定も可能であり，小説のこととて，あえて確定すべき
ことではないともいえよう。
　この集会では，まずファッヒェナウアーが，「農民同盟によって宗教が危機にさらされている」と
いう中央党側の攻撃に対して，「聖職者がますます政治家になって，もはや説教者ではなくなってい
る」ことが不和を生んでいるのだとし，農民の自立を訴えたのに続いて，「生粋の，裕福な古バイエ
ルン人の風貌」を備えた「あらゆる北ドイツ的なものの生まれつきの敵」である農場借地人ヴァニン
ガーが，プロイセンと「裏切り者」中央党への批判を農開。これに中央党邦議会議員である司教補佐
メッツが，農民同盟による「宗教への敵対」を論難しつつ応酬すると，「農民同盟は中央党からいい
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ところ〔綱領〕を盗んだのだ」というその言葉に，ファッヒェナウアーが介入し，多数がこれを支持
したことから，会場は騒然となって，監視役の郡庁試補により閉会が宣言されることとなる。翌日の
『ヌスバッハ週報（IVuB　bαcher　Wochenblatt）』によると，集会後247名がバイエルン農民市民同盟
に入党し，6箇村で支部（「マルク共同体」）が結成され，司教補佐メッッが敗北から立ち直るのは困
難であろうとされた。他方，『ヌスバッハ報知（IVuB　bαcher　Nachrichten）』は，新しい農民の使徒
たちの底なしの無知がさらけ出され，司教補佐メッッの寸鉄人を刺す言葉で烙印を押された結果，中
央党は意図せずして勝利を収めたと報じた。
　そもそも『ヌスバッハ週報』の発行人兼編集者シュッヘルは，粉商人ヴィマー，靴屋プラントルと
ともに，農民同盟運動の支持者としてこの集会を組織する中心となった人物であった。かれこれ20年
も前のことだが，ミッテルフランケン出身のプロテスタントの植字工だった彼は，ヌスバッハ唯一の
新聞社を所有する寡婦と結婚し，カトリックに改宗した。改宗者特有の熱心さを高く買った聖職者た
ちは，司教補佐メッツが巡礼紀行文を寄せるなど，この新聞を熱心に応援し，祈祷書や宗教書聖人
像教会のちらしの発行・印刷もあって，15年経つうちに彼は裕福な身となることができた。しかし，
妻が突如この世を去り，一人残された彼は，ミッテルフランケン県のアンスバッハの親戚の紹介で家
事手伝いとして呼び寄せたプロテスタントの娘と半年後に結婚した。この結婚は，新婦が改宗を肯ん
じなかったので，「異宗婚（Mischehe）」となった。そして，子供ができた時母親はあくまで子供
にカトリックの洗礼を受けさせることを拒み，子供はプロテスタントの教会に属することとなったの
で，シュッヘルとその印刷所・新聞のカトリック聖職者との関係は断ち切られることとなった。それ
だけではなく，間もなくシュヴァーベン出身でパン職人上がりのヘーフェレがヌスバッハ郡のカト
リックの機関紙として『ヌスバッハ報知』を発刊，聖職者の支援を受けた同紙の攻勢で，シュッヘル
は苦境に陥ることになった。その時救いの神として出現したのが農民同盟であり，そしてその擁護者
となったヌスバッハの市民，靴職親方のプラントルであった。
　プラントルは，元々は，聖職者の道に進むためフライジングのギムナジウムに6年間通ったが，そ
れには向いていないことが分って，父親の職業を継いで靴屋となった。しかしその仕事に励んでいる
問に，学問への愛にめざめ，ついには，勉強の継続を断念したのは自分自身だったのに，厳しい運命
や敵対的な影響力のせいだと思い込むようになっていった。こうして彼は，この世の一国家や教
会，あらゆる権威の一峻厳な審判者となり，やがて，農場借地人ヴァニンガーや村の一教員とも
ども，『ヌスバッハ週報』の常連執筆者の一人となったのであった。トーマは，〈アンドレーアス・
フェスト〉の中で，ヌスバッハ郡で農民同盟運動の中心となったフェストやその仲間の農民たち，と
りわけ大農層の「バウァー」たちの世界を描きだした。しかし彼は，それと同時に，農民と盛衰を共
にする農村地帯の営業者・市民たちもこの運動の中で重要な役割を担ったことに注目し，粉商人ヴィ
マーや靴屋プラントルをいわばその代表格として登場させたといえよう。ちなみに，村の靴屋の息子
で，村医者兼中農のゲッヒは，農民と営業者・市民の両面を体現する存在であった。そして，「静か
で冷静な観察者」という名で『ヌスバッハ週報』に寄稿する村の教員への言及は，聖職者の学校教育
への干渉や俸給の低さに悩む教員が農民同盟運動の一翼を担っていたことを想起させるものというこ
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とができよう62。
　この小説には，フェストと同じエルルバッハ村の出身で，聖職者のための勉強を親戚の援助のもと
に続けている青年が登場する。かつて敬愛する村の老司祭からラテン語を学び，今はその友人だった，
1848年革命の思い出に生きる老民主主義者と深い交わりをもつこの青年は，帰郷した時シュラーに
出会い，自分と同じく老司祭と親しかったシュラーに同情して現司祭と衝突するにいたる。彼は，音
楽への愛を共にする，ヌスバッハの裕福な商人の娘に惹かれたこともあって，聖職者への道を離れて
いくことになるが，トーマはこの青年を共感をもって描いている。それはさておき，プラントルの場
合にも示唆されているように聖職者になる勉強をすることは，バイエルンの農家ないし貧しい家の
子供が勉強を続けるほとんど唯一の道であった。小さな農家出身のジーグルはもとより，同じく農家
出身の元司祭ラツィンガーも，そうした一人だったといえよう。
　すでに明らかなように，生成期の農民同盟運動において，ラツィンガーやジーグル，クライトナー
らの言論活動はきわめて大きな役割を演じていた。そして，ミュンヘンの『バイエルン人の祖国』や
『新自由民衆新聞』，また『トラウンシュタイン週報』など，新聞の果たした役割も大きかった。トー
マが『ヌスバッハ週報』とその発行人兼編集者シュッヘルに頁を割いているのも，そうした事情を的
確に踏まえたものであった。トーマの〈アンドレーアス・フェスト〉は，バイエルンのカトリック農
村社会のただ中で農民同盟運動を形成していった農民たちの世界を浮き彫りにするにとどまらず，彼
らと連携していった実に多様な人々の姿をも多彩に描き出したものとして，まさに「農民同盟小説
（ein　Roman　des　Bauernbundes）」（ハインツ・ハウスホーファー63）だったのである。
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